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経営トップに聞く
オム・ファム株式会社
～より快適なペットライフを、より多くのお客様に届ける～

代表取締役社長　中村　毅

起業家訪問　An Entrepreneur
株式会社クロックワーク
～「食品衛生のパートナー」として、食の安心・安全の
　　　　　　　　　　　　お手伝いをする。県内唯一の民間食品検査専門機関～

代表取締役　伊志嶺　哉

新時代の教育研究を切り拓く
～養豚場排水を微生物燃料電池できれいに浄化～
沖縄科学技術大学院大学コミュニケーション・広報ディビジョン メディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

OCVBの取り組みについて
～沖縄観光の顔「ミス沖縄」の活動内容について～
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

アジア便り 香港
～好調な小売売上高、各種イベント～

レポーター：上原　和久（琉球銀行）

沖縄県香港事務所に出向中（副所長）

りゅうぎんビジネスクラブ
～「りゅうぎんビジネスクラブ」入会のご案内～

行政情報97
沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について

内閣府沖縄総合事務局経済産業部

県内大型プロジェクトの動向95

沖縄県の景気動向（2017年10月）
～観光関連の入域観光客数や消費関連のスーパー売上が前年を上回り、建設関連も引続き
好調に推移するとみられ、県内景気拡大の動きは38カ月連続で強まっている～

学びバンク
・労働市場に供給余力　～賃金上昇へ需要喚起を～

  りゅうぎん総合研究所専務取締役　久高　豊（くだか　ゆたか）

・平良港整備事業　～クルーズ拠点に優位性～

  琉球銀行宮古支店長　山入端　裕哉（やまのは　ひろや）

・民事信託の活用　～自由度が高い資産管理～

  琉球銀行法人事業部法人ビジネス推進グループ調査役　小谷　怜（こたに　れい）

・ドローン市場拡大　～6年間で6倍に急成長～

  琉球銀行大宮支店長　比嘉　一史（ひが　かずふみ）

経営情報 未払残業代の税務
～企業が過去の未払残業代の支払を行うケースがふえています～
　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

経済日誌 2017年11月
県内の主要経済指標
県内の金融統計

なかむら つよし

い　し  みね ちかし

うえはら かずひさ

■平成28年

１月（No.555） 経営トップに聞く　社会医療法人仁愛会
An Entrepreneur　有限会社島袋瓦工場
特集　沖縄県経済2015年の回顧と2016年の展望

２月（No.556） 経営トップに聞く　株式会社ジャンボツアーズ
An Entrepreneur　あーびゃーんもーゆ琉球月桃

３月（No.557） 経営トップに聞く　株式会社前田鶏卵
An Entrepreneur　株式会社グランディール
特別寄稿　沖縄観光の長期展望

４月（No.558） 経営トップに聞く　大晋建設株式会社
An Entrepreneur　株式会社エスペレ
特別寄稿　那覇空港ハブにおけるアジア諸国との

　　　　　　　　　　　　貿易動向（2015年）

５月（No.559） 経営トップに聞く　株式会社徳里産業
An Entrepreneur　有限会社石川種麹店

６月（No.560） 経営トップに聞く　医療法人博寿会
An Entrepreneur　合同会社キンアグー

７月（No.561） 経営トップに聞く　株式会社okicom
An Entrepreneur　株式会社リュウクス

８月（No.562） 経営トップに聞く　株式会社プレンティーホールディングス
An Entrepreneur　株式会社バイオジェット

９月（No.563） 経営トップに聞く　株式会社森山写真商会
An Entrepreneur　琉球インタラクティブ株式会社

10月（No.564） 経営トップに聞く　株式会社丸大
An Entrepreneur　みかん・おれんじグループ

11月（No.565） 経営トップに聞く　デルタ電気工業株式会社
An Entrepreneur　株式会社ABCメディカルサポート
特集　宮古ロックフェスティバル2016の経済効果

12月（No.566） 経営トップに聞く　フォーモストブルーシール株式会社
An Entrepreneur　真幸組株式会社

■平成29年

１月（No.567） 経営トップに聞く　株式会社かりゆし
An Entrepreneur　有限会社コムテック創研
特集1　県内企業の人手不足の対応と課題
特集2　沖縄県経済2016年の回顧と2017年の展望

２月（No.568） 経営トップに聞く　株式会社アレックス
An Entrepreneur　有限会社浦西開発

３月（No.569） 経営トップに聞く　株式会社富士葬祭
An Entrepreneur　yu-i  FACTORY
特別寄稿　那覇空港ハブにおけるアジア諸国との

　　　　　　　　　　　　貿易動向（2016年）

４月（No.570） 経営トップに聞く　有限会社沖縄長生薬草本社
An Entrepreneur　株式会社琉球ファクトリー

５月（No.571） 経営トップに聞く　株式会社ナンポー
An Entrepreneur　農業生産法人安座間珈琲農園合同会社
特集1　沖縄県の主要経済指標
特集2　2016年度の沖縄県経済の動向

６月（No.572） 経営トップに聞く　株式会社次郎工業
An Entrepreneur　株式会社EGL OKINAWA

７月（No.573） 経営トップに聞く　生活協同組合コープおきなわ
An Entrepreneur　イーストホームタウン沖縄株式会社
特集　沖縄県内における2017年プロ野球

　　　　　　　　　　春季キャンプの経済効果

８月（No.574） 経営トップに聞く　医療法人六人会
An Entrepreneur　レキオファーマ株式会社
特集　第32回NAHAマラソンの経済波及効果

９月（No.575） 経営トップに聞く　株式会社学友館
An Entrepreneur　ブーランジェリーパティスリー　いまいパン

10月（No.576） 経営トップに聞く　興南施設管理株式会社
An Entrepreneur　株式会社フルステム

11月（No.577） 経営トップに聞く　株式会社大和工業
An Entrepreneur　合同会社暮らしかたらぼ

特集レポートバックナンバー

とくとく特典とくとく特典

ポイントサービス
ポイント数に応じてサービスいろいろ！

ポイントサービスとは！ ポイントサービスのお申
込みがまだの方は、店頭
のポイントサービス申込
み用紙にご記入のうえ、
窓口または郵便にてお申
込み下さい。シルバーコース50point以上 ゴールドコース100point以上 エクセレントコース200point 以上

※商品についての詳しいお問い合せは、りゅうぎん窓口かフリーコールまで。

フリー
コール

検 索琉球銀行　ポイントサービス

http：//www.ryugin.co.jp/

ATM時間外
手数料が

（当行ATM利用時のみ）

無料！ 当行本支店間の
振込手数料が
（キャッシュカード使用時のみ）

無料！ スーパー定期の
金利を上乗せ！

（※店頭表示金利＋0.05％）

特典1 特典2 特典3

日頃お世話になっているお客様に対し、毎月のお取引内容をポイント化し、
その合計ポイントに応じて手数料割引または金利優遇等の特典が
受けられるサービスのことをいいます。

※目次（CONTENTS）の各タイトルをクリックするとそのページにジャンプします。
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御社設立の経緯やこれまでの歩みを聞かせてくだ

さい。

　「PET BOX」を開店するまでは、本土の大手

電機メーカーである東芝に勤務するサラリーマ

ンでした。当時、東芝では POS（ポス）シス

テムの開発事業部に在籍しておりました。同社

が沖縄に本格的に進出するにあたり、沖縄出身

の私に県内の状況調査と人脈作りをするよう沖

縄担当を命じられ、東京と沖縄を行き来する

日々が続いていました。

　実は私、かねてより 30 歳になったら独立した

い、会社を沖縄で起ち上げたいと思っていたの

です。そんな時、名護にまとまった土地を見つ

けたのです。丁度、第二次ボーリングブームが

起きている頃でした。しかも、名護には名桜大

学がその前年に設立されたばかりで県内でも名

護地域の発展が予想されていたのです。ボーリ

ング経営で起業しようと勇んだのですが、一介

のサラリーマンで経営の経験、資金力も少ない

私にはその野望は断念せざるを得ませんでした。

　引き続き県内の取引先でポスシステムの管理

やコンサルをしていたとき、あるホームセン

ターからペット関連商品の売り上げが順調に伸

びているのでペットコーナーを拡大したいとの

相談がありました。ホームセンターでこれ程な

ら、専門店にすればもっと売上が期待できるの

ではと考え、起業を決意したのです。

　最初に申し上げたようにペットのことを何も

知らないものですから、当初は大阪にある全国

フランチャイズのペットショップの一つとして

よ
り
快
適
な
ペ
ッ
ト

ラ
イ
フ
を
、
よ
り
多
く

の
お
客
様
に
届
け
る

オム・ファム株式会社（PET BOX）

中
なか

村
むら

　 毅
つよし

 社長
「PET BOX」を店舗名として、運営会社であるオム・ファム株式会社を中村毅氏が 1995 年 8 月北谷
町に設立。翌年 4 月に PET BOX 北谷店を開店し以後、那覇店、アクア系のペット（観賞魚等）の専
門店であるビアンコ店をオープン、県内最大の店舗面積、豊富な設備、商品を誇っている。昨年より「ペッ
トカーニバル」を主催するなど、本業のペット販売以外の関連事業にも取り組んでいる。今回は北谷
町の本社をお訪ねし、中村毅社長に同社のこれまでの歩み、事業内容、経営理念、今後の展開などを
お聞きした。

　インタビューとレポート　大谷　豊
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ノウハウを学びながら当地、北谷に店舗を構え

たのです。

　お陰様で、開店当初、運よくラジオの公開生

番組に採り上げさせて頂いた宣伝効果もあり、

開店二日間で準備した商品の大半を売り切ると

いう記録を達成しました。その翌日からは商品

が入荷するまで開店休業状態という程でした。

　それから、2 年後この全国 FC が倒産というこ

とになり、当社も運営方法を変更せざるを得な

くなりました。それまで FC での仕入れに販売

商品の約 8 割を依存していました。加えて毎月

数十万円のロイヤルティ料がコストだったので

すが、仕入れを県内に切り替えることで、入荷

時間も短縮、ロイヤルティ料の負担も無くなり、

結果収益も安定してきました。再開発後のおも

ろまちに 2 号店を出店、隣地にはアクア専門の

ビアンコも出店でき現在に至っております。

　社名のオム・ファムとはフランス語の雄・雌

の意味で、生きとし生ける物そのほとんどが雄・

雌で成り立っているという生命の根源を大切に

する姿勢を表しています。

三店舗の業務についてご紹介いただけますか。

　当社は犬・猫等の小動物、観賞魚並びにその

餌等の関連商品の販売および総合ペット関連の

各種サービスを提供する会社です。

○ PET　BOX（ペットボックス）北谷店

　犬・猫等の小動物やアクアリウム、その餌等

の関連商品販売とトリミングやペットホテル等

各種サービス提供を行っています。

○ PET BOX アニマルステーション那覇

　こちらも犬・猫・小動物中心の業務です。那

覇店には特にドッグランも設置、好評を得てい

ます。

○オキナワビアンコ

　アニマルステーション那覇に隣接する観賞

魚、爬虫類専門の店です。西日本一の品数を誇っ

ており、特に水草の品揃えには自信を持ってお

ります。観賞魚等のアクア系は維持・管理が難

しいので当店では一週間保証付きで販売してい

ます。他の 2 店でのフードについても同保証

を付け販売しています。恐らく日本で唯一の取

り扱いと思います。当店では自信を持って飼育

した魚類を販売、フードも気に入らなければ無

償で交換致しています。

御社の経営理念についてお聞かせください。

　当社の経営理念は次のとおりです。

＜経営理念＞

“いい会社をつくりましょう”です。

　そして、その目指す姿を社訓ではなくあえて

家訓として次の様に表しています；

オキナワビアンコの外観

アニマルステーション那覇の外観

豊富な種類のペット商品（北谷店）

ペットボックス北谷店外観
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一　社員と社員をささえる家族の「幸せ」を追

及する。

二　お客様によろこばれ「ありがとう」と感謝

される。

　この「いい会社」をつくる為の 11 箇条を次

のとおり定めています。

　一 . 社員と社員をささえる家族の幸せと生活

を守る。

　二 . 動物たちの命を守る。ペットは家族。

　三 . 基本の徹底は気持ちを込めて「あいさつ、

環境整備、欠品の防止」をする。

　四 . 会社を支えてくれるお客様一人一人を家

族を迎えるような気持ちで接する。

　五 . 常にフレンドリー感を忘れず感じのいい

お店、きれいな店舗づくりをする。

　六 . インパクトある広告や発信をどうすれば

伝わるか？常に工夫する。

　七.ペットカーニバルを通して社会貢献する。

　八 . 仕入先を大切にする。

　九 . 自ら感じ、考えて結果にコミットする。

そのための報・連・相も徹底する。

　十 . 目の前にいるお客様（相手）の人生の時

間を大切にする。

十一 . 以上のことを「素直な心で」実行し継続

する。「信頼ある企業が、信頼ある商品、

サービスをつくってファンをつくる」

　これを毎日の朝礼で暗唱することで身に付け

させています。

御社の人材の育成についてもお話しいただけま

すか。

　私は常々、「ミネラルウォーターの様な経営

をしたい」と思っています。ミネラルウォーター

は何処に行っても安心、安全、不偏なものです、

経営者として 22 年の人材育成で辿り着いた想

いは、「究極的には、何の指示をしなくても会

社が成り立つ教育ができればこの上ない」と。

ただし現実には、当社独自の人材育成として先

程のいい会社になる為の 11 箇条の実践に取り

組んでいます。

　毎日、整理・整頓・清掃を徹底して行うこと

で作業効率化や安全な職場環境作りにつなげて

います。月一度は「環境整備点検」で各店舗の

状況をチェックしています。また、月一回、店

舗周辺の道路などを清掃しています、地域の清

掃をすることで感謝の気持を育むものと位置付

け、当社では社会貢献というより“托鉢活動”

と呼んでいます。

　当社の職員の半分以上は女性であり、毎月女

子会を開催、各店舗の課題等を女性ならではの

視線で、議論してもらい店舗運営に活かしてい

ます。並行して社員中心の勉強会もあり、店舗

店内を毎日、清掃・整理・

整頓でお客様を迎える

充分なスペースのドッグラン（那覇店） 豊富な種類の水草（オキナワビアンコ）

托鉢活動の店周清掃
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の業績の数値や戦略等を学ぶ場としています。

　また、当社ではエンパワーメントの考えを採

り入れ、先程の 11 箇条にもあるように社員の

自主性を重視し大胆な権限委譲を行なっていま

す。管理職を極力少なく、各店舗の運営は各店

長に任せ、定期報告と何かあれば都度、相談を

受け、必要があれば指示を出すというやり方で

す。実践するための教育として次の 3 つを中

心に指導・教育に当たっています。

○全ての情報開示（情報共有）：会社、店舗の

売上や社長の給料まで開示し情報共有する

ことで権限移譲がスムーズにできます。経営

計画書を全員に配布し朝礼で読み上げ、方

針や社内ルールを周知徹底します。

○自らの境界線を認識させ、自立した働き方を

促す（範囲）：情報開示によって自身の職場

での役割・序列を理解させ目標達成に対す

る責任感を持たせます。各自の経営計画書

には評価制度や当人の序列が表示されてい

ます。

○セルフマネジメントチームを育てる。（全員

で責任を分かち持つ）：自ら考え行動し目標

達成、課題解決させる。

　そして、下期政策勉強会として、年度初めか

ら半期終了した 10 月に半年間の振り返り、業

績表彰を行なっています。アルバイトスタッフ

中心に家電製品が当たるじゃんけん大会も同時

開催しています。

社会貢献活動についてお聞かせください

　先程の店舗周辺の清掃の他、沖縄の命を守る

活動を行なっている団体である、メッシュサ

ポートや美ら海プロジェクト、どうぶつ達の病

院へ寄付を行なっています。

　昨年より始めた「ペットカーニバル」という

イベントにも取組んでいます。

　これは近年、社会問題化している「犬猫の殺

処分ゼロ」を目指すための活動です。ペット関

連の会社の協力を得て開催し、目的は「救え

る命は救いたい」「2025 年までには犬猫殺処分

“０”を目指す」ものです。沖縄の犬猫の殺処

分の現状を紹介し、ペットを家族の一員として

迎え、ペット人口の拡大を啓蒙する活動なので

す。物品の販売を行ないますが、動物愛護団体

に引き取られている犬猫の里親紹介も実施する

ものです。

　更に、今年 8 月には当社自ら「ペットリボ

ン基金」を設立して募金に取り組んでおります。

これは募金により、行き場のない犬猫の里親探

しや、去勢・避妊手術費用に充当するものです。

将来的には、彼らを一時的に預かり、手当等の

ケアをするシェルターを設立、その運営費にも

全員に配布する経営計画書

レジで“ピッ”と簡単にペットリボン募金が出来る

ペットカーニバル 2016

の様子

ペットリボン募金を印字したレシート
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活用を広げたいと考えています。

　今回、募金の方法には私が昔ポスシステム業

務に携わっていたこともあり、バーコードを利

用した画期的な募金システムにすることができ

ました。つまり、商品をレジで精算する際に募

金用のカードを提示するだけで、商品代金と一

緒に「ピッと募金」ができるのです。募金用カー

ドは店頭に用意し、20 円からの募金です。そ

れ以上の募金は 20 円の倍数額としてレジで操

作し受入します。レシートには商品代金の明細

とは別にペットリボン基金への募金額が印示さ

れます。

　従来の募金は募金箱に投入で終わりでした。

しかしこのペットリボン基金なら、募金額が判

り、自分は募金者なのだという自覚をもつこと

もできるのです。募金を受け付ける店舗や団体

も箱の管理や募金額の集計作業の必要がありま

せん。銀行窓口に現金を持ち込まず基金に振り

込む仕組みです。この募金を取扱う加盟店も募

集しています。新たな設備負担も無く、手軽に

取組めるものです。お陰様で、起ち上げ当初よ

り県内メディアに採り上げられ、協賛も頂いて

おります。当社ではこれを“沖縄方式”とでも

命名して全国に広めようと考えています。

これからの取り組みや事業展開についてお話し

いただけますか。

　当面は先程のペットリボン基金の活動を広め

ていきたいと考えております。目標金額は年間

1 千万円としています。基金を始めたきっかけ

は、動物愛護団体や NPO 法人は実は資金的な

支えが一番必要という現状を知り、その資金面

の支援として開始しました。

　これら動物愛護団体や NPO 法人の大半はボラ

ンティアで支えられ、その活動は安定していな

いのです。そこで、基金活用により団体・NPO

法人への常時雇用が促せれば、活動の維持が可

能となり目標達成もできると考えたのです。

　それから本業のペットショップ以外の事業に

も拡大したいとも考えています。観光産業事業

でのペットのお土産です。県産食材を利用した

コラボ商品の開発によるペットフード販売を始

めています。その他業態でもペットに関わりを

持たせ、ペットと末永く一緒に暮らせる環境作

りの手助けになる業務展開を考えています。今

までにない形かも知れませんが、挑戦してまい

ります。

バーコードを檻に例え、
ピッと募金で檻を破るイメージ

企業概要

商　　 　号：
本部所在地：
連 絡 先：
設　　 立：
役　　　員：

従 業 員 数：
事 業 内 容：

店　　　鋪：

オム・ファム株式会社
沖縄県中頭郡北谷町美浜 2-2-5
098-989-0090（代表）
1995 年（平成 7 年）9 月
代表取締役社長　中村　毅
取締役　　　　　宮良　さつき
取締役　　　　　新垣　善成
59 人（含むパート）
ペット小売（犬、猫、小動物、
熱帯魚、水草、爬虫類、生体・
用品販売）、トリミング、ペッ
トホテル
ペットボックス北谷店、アニマ
ルステーション那覇、オキナワ
ビアンコ
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An Entrepreneur

起業への道のり
　弁護士志望で司法試験合格を目指していた
伊志嶺哉氏は 30 歳の時、その夢を断念、沖縄
に戻った。実家は土建業と多角化として始め
ていた弁当チェーン店を経営していたが、そ
の事業は姉と兄に任せ、自身は実家が計画し
ていた新規事業の清掃業務を実行する会社と
して株式会社クロックワークを起ち上げた。
　社名のクロックワークは父の好きだった格
言「倦まず、弛まず、進み行く」を現代風に解釈、
地道にコツコツとこなすゼンマイ仕掛けのよ
うに仕事を進めようと命名したものだった。

特殊洗浄清掃業を始める

　取り組んだのは「重曹」利用の清掃だった。
効果はあるものの、清掃道具等の費用が高く
つくものだった。しばらくは新規受注がなく、
売上の見通しも立たないことから、ひとりで
事務所も設けず、中古車での営業廻りをする
日々が続いたという。
　その後も、大手スーパーのトイレ清掃など
を他の業者と折半で請負、当座の費用を賄う
という厳しい状況に変わりはなかった。

除菌システムの販売代理店

　その頃、現在の主力事業である除菌システ
ムのメーカーが沖縄での販売代理店を募集す
ることを知り、その代理店となった。大手コ
ンビニの食品工場利用の機械で信頼が置ける
と考え応じた。専門知識が必要であるにも関
わらず、サービス単価が低いため、伊志嶺氏
以外の応募者が無かったのも事実だった。
　しかし、代理店にはなったものの当時の伊
志嶺氏は食品衛生については素人。代理店と
して、サービスの品質を維持するためには食
品衛生の知識が必要と思い、導入先コンビニ
の食品工場の実態視察、勉強をすることにし
た。東北、東京、大阪等５箇所を視察、各地
の工場長に教えを請い、6 ヶ月間学んだ。

米軍の軍用規格取得を支援

　その後、県内の食品工場から米軍の軍用規
格を取得したいという相談を受けた。カット
野菜の納入という比較的単純な作業工程だっ
たこともあり、短い期間で取得できた。
　米軍の軍用規格は、食品の国際的品質管理
規格の HACCP（ハサップ）の考え方に基づ
くものである。しかし、HACCP 認証はある
程度の基準をクリアすれば与えられるもので
あるのに対し、軍用規格は軍の基準以下は排
除するという厳格な基準だった。
　その作業は困難であったが、HACCP や軍
用規格に共通する製造工程表、危害分析、マ
ニュアルなどの作成は「ある事象」に「特定
の目的を持つ基準、ルール等を当てはめ」、「論
理的、科学的合理的根拠を示しながら結論を
導く」という司法試験の勉強にそっくりだっ
た。
　「公平性・平等性を保つと抽象的になりがち

起業家訪問

株式会社クロックワーク

Vol. 119

「食品衛生のパートナー」として、
食の安心・安全のお手伝いをする。
県内唯一の民間食品検査専門機関。

事業概要

○代 表 者　伊
い

志
し

嶺
みね

　哉
ちかし

○設　　立　2006 年 3 月

○事業内容　微生物検査受託、食品衛生関連機器

　　　　　　取扱い

○本　　社　沖縄県那覇市牧志 2-19-10

○Ｔ Ｅ Ｌ　098-941-3929

○社　　員　23 人

伊志嶺　哉 社長
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な表現を具体的な形で現場に落とし込む作業
というのは正に法律家の仕事に近いものでし
た」と伊志嶺氏は語る。当時、国内でカット
野菜工場の軍用規格取得は日本マクドナルド
に次ぐもので、２例目の実績と発表され、当
社の食品衛生の専門会社というイメージ醸成
につながった。現在は、小さな事業所でも気
軽に相談ができる「まちの検査室」を目指し
ている。

微生物検査センター

　お客様からお預かりした食品の検査・分析
を行う部署で以下の業務を担当する。
・食品表示、栄養成分：法に定められた要領で

表示できるよう対象食品の分析をする。
・賞味期限：販売する場合と同じ条件で食品を

保管し、賞味期限設定のための科学的根拠を
提供する。
　その他、クレーム対応の検査・分析も行なっ
ている。

食品衛生サポート部

・衛生管理：除菌システム「ステリミスト」を

食品工場内に設置、自動で除菌液を噴霧する
もの。

・業務改善、社員教育：個々の食品検査等と併

行して重要なのが業務工程の改善や職員の意
識教育。

北海道に現地法人設置

　2012 年 10 月、北海道に現地法人設立。当
社が独自に調整した除菌システム「ステリミ
スト」が全国的に評判になり、北海道の大手
乳業メーカーにも採用され北海道に進出。以

来、関連取引先の紹介や、北海道大学教授の
助言と北海道の助成制度も利用して法人設立
となった。

県産農水産物の鮮度保持・機能性の調査事

業の受託

　北海道の事業展開を通じて、道産じゃがい
も等が日本全国のスーパーの店頭に年中ある
のは、その鮮度保持技術が優れているためで
あり沖縄の第 1 次産業との差を痛感していた。
　また北海道では玉ねぎやヨーグルトの機能
性など多くの食品機能性が研究されており、
その技術を沖縄に導入出来れば、さらなる市
場拡大につながると考えていた。
　同様の問題意識は県の農林水産部にもあり、
公募されたこれらの調査事業に JA おきなわと
共同で取り組み、産業技術総合研究所（つくば、
北海道）の協力でシークヮーサー機能性の基
礎理論を立証することができた。

今後の取り組み

　同社では今回のシークヮーサー機能性の基
礎理論を特許申請した（特許権は沖縄県の所
属）一方で、更に他の県産食材の可能性を追
求するお手伝いもしたいとしている。
　これらの研究が県産農林水産物のブランド
化と農家の所得向上に繋がると同社では期待
している。
　また今後、国内のすべての食品関連業へ
HACCP の制度化が予定されており、食品工
場のみならず食品販売店もその対象になると
いう。伊志嶺社長は小規模の店が多い沖縄は
特に喫緊の対策が必要であると、対応準備を
進めたいとしている。　（レポート　大谷　豊）　

持ち込まれた食品を検査中

食品検査室

検体の検査

検体の検査

北海道法人とはビデオ通話で打合せ

事務室内



沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて 寄 稿 沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて

8

　研究チームは養豚場のほか、沖縄県内の泡盛

醸造所、スコットランドのウィスキー蒸留所、

そして米国カリフォルニアのワイナリーなど、

国内外で微生物燃料電池の設置をしてきまし

た。カリフォルニアでは、処理された排水を小

規模な灌漑用水として利用しています。また、

泡盛醸造所に設置した微生物燃料電池は５年ほ

ど稼働し続けており、今のところこの泡盛醸造

所で処理した水は、下水道に排出できる安全な

基準を満たすレベルまで浄化されていると、シ

ンプソン技術員は話しています。

　「排水に含まれる有機物を90％程度の高い割

合で取り除くことができます」とシンプソン技術

員は続けます。「しかし、その反応で窒素とリン

が残ります」これらは、藻類を繁殖させ、水中の

酸素を減少させます。そこで研究チームはその排

出を減らす取り組みを目指して、まずは研究室内

で、これらの栄養素（窒素とリン）を回収・除

去する研究を続けています。

　現在、研究グループは沖縄県の補助金を受

け、沖縄県環境科学センターおよび沖縄県畜産

研究センターと共同で、養豚排水よりリンと窒

素を取り除くための解決策の開発に取り組んで

います。実現すれば今後、肥料として、貴重で

持続可能な副産物となり得る可能性を秘めてい

ます。

 「排水を処理することは、ゆくゆくは安全な飲

み水の供給がない国の人たちの役に立てること

につながります。水を浄化し、飲み水用の井戸

に利用することができるかもしれません」とゴ

リヤニン教授は語ります。

　現在、OIST研究チームは、いつの日か地球全

体の排水処理問題を軽減するという目標に向

かって、試験や運用を重ね、微生物燃料電池を

最適化する研究を続けています。

　「この装置はメンテナンスが容易でコストが

かからない上、可動式のパーツがあまり多くあ

りません」と、OIST生物システムユニットに

所属するシンプソン・デイビッド技術員は説明

します。

　「理想は、必要な場所に装置を設置するだ

けで、あとはそれを忘れてしまってもよいよ

うなものを作ることを目指しています。装置

自身が排水をモニターして処理を行ってくれ

るのです」と、OISTで生物システムユニット

を率いるイゴール・ゴリヤニン教授も説明し

ます。

　OIST研究チームはすでに、様々な種類の排

水に対し、大きな故障なく長時間稼働できる

性能の微生物燃料電池を開発することに成功

しています。そしてこの度、さらに装置の性

能を高める方法を考案しました。本成果は、

オープンアクセスの科学ジャーナルである 

Scientificaに発表されました。微生物燃料電池

の稼働を始める前には、消化機能を持つ微生

物群の培養と植菌を行いますが、この準備段

階には、微生物燃料電池内部の負極の部分に

あたるアノードと呼ばれる部分に、微生物を

含んだ少量の汚泥が必要です。ここで、あと

に続く排水処理で役に立つ微生物が増殖され

るのです。

　本研究で、OIST研究員らは、アノードに入

れる汚泥が、過去に特定の同じ排水に触れて

いるものであれば、微生物燃料電池はより高

い性能で排水処理ができるという仮説を立て

ました。この仮説を検証するため、研究チー

ムは、沖縄本島北部、今帰仁村にある、沖縄

県畜産研究センターの協力のもと試験を実施

しました。試験には、同センターの養豚場お

よび地元醸造所の浄化槽から回収した汚泥を

それぞれ使用しました。これらの汚泥による

微生物燃料電池の処理能力を比較すると、養

豚場の汚泥を利用した微生物燃料電池のほう

がより良く養豚場の排水を処理できることが

分かりました。その際、研究員らが指標にし

たのは、水質の指標となる化学的酸素要求量

（COD）と、臭気のもととなる揮発性脂肪酸

の除去率、そして発電量でした。

　微生物燃料電池は、排水などに含まれる微生

物の働きによって分解される物質やそれら微生

物がたくさん詰まっている無酸素状態の装置

で、バイオ電気化学システムを用いて作動しま

す。つまり、装置内の微生物が有機物を分解し

た際に発生する電子を電極に渡すことにより電

力を作り出すのです。外部からの電源供給は必

要ありません。微生物燃料電池内部を排水が通

過するとき、微生物は、排水の中に存在する有

機物を消化します。そうして、装置の反対側か

ら浄化された水が排出されるという仕組みで

す。さらにこの消化プロセスにより、装置自体

が必要とする電源の自己供給が可能になりま

す。このように、排水処理作業によって浄化

し、同時に電気エネルギーを発生させることの

できる装置なのです。

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

養豚場排水を微生物燃料電池できれいに浄化

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
　許可を得て転載した記事です。

　環境に対する今日の問題のひとつに、工場や事業所から出る排水問題があり、養豚などの農

畜産業からは、有機物質や悪臭を放つ物質、その他の物質を含んだ多量の汚水が排出されま

す。通常、排水処理・再利用には、曝気、一部は肥料として利用したり、海外では特定の沼地

や湿地に溜めて自然に浄化させたりする方法があります。沖縄のように養豚場の多い地域で

は、排水処理や再利用の課題を抱えています。このような状況を改善するため、沖縄科学技術

大学院大学（OIST）の生物システムユニットでは、微生物燃料電池と呼ばれる水処理技術の開

発に取り組んでいます。

生物システムユニット内にある微生物燃料電池。内部には、沖縄県畜産研究センターで採取した養豚排水が入っている。

沖縄県今帰仁の沖縄県畜産研究センターの家畜排水を採取するデイビッド・シンプソン技術員

沖縄県畜産研究センターで飼育している豚

(写真提供：沖縄県畜産研究センター)

新時代の教育研究を切り拓く

沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて
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　研究チームは養豚場のほか、沖縄県内の泡盛

醸造所、スコットランドのウィスキー蒸留所、

そして米国カリフォルニアのワイナリーなど、

国内外で微生物燃料電池の設置をしてきまし

た。カリフォルニアでは、処理された排水を小

規模な灌漑用水として利用しています。また、

泡盛醸造所に設置した微生物燃料電池は５年ほ

ど稼働し続けており、今のところこの泡盛醸造

所で処理した水は、下水道に排出できる安全な

基準を満たすレベルまで浄化されていると、シ

ンプソン技術員は話しています。

　「排水に含まれる有機物を90％程度の高い割

合で取り除くことができます」とシンプソン技術

員は続けます。「しかし、その反応で窒素とリン

が残ります」これらは、藻類を繁殖させ、水中の

酸素を減少させます。そこで研究チームはその排

出を減らす取り組みを目指して、まずは研究室内

で、これらの栄養素（窒素とリン）を回収・除

去する研究を続けています。

　現在、研究グループは沖縄県の補助金を受

け、沖縄県環境科学センターおよび沖縄県畜産

研究センターと共同で、養豚排水よりリンと窒

素を取り除くための解決策の開発に取り組んで

います。実現すれば今後、肥料として、貴重で

持続可能な副産物となり得る可能性を秘めてい

ます。

 「排水を処理することは、ゆくゆくは安全な飲

み水の供給がない国の人たちの役に立てること

につながります。水を浄化し、飲み水用の井戸

に利用することができるかもしれません」とゴ

リヤニン教授は語ります。

　現在、OIST研究チームは、いつの日か地球全

体の排水処理問題を軽減するという目標に向

かって、試験や運用を重ね、微生物燃料電池を

最適化する研究を続けています。

　「この装置はメンテナンスが容易でコストが

かからない上、可動式のパーツがあまり多くあ

りません」と、OIST生物システムユニットに

所属するシンプソン・デイビッド技術員は説明

します。

　「理想は、必要な場所に装置を設置するだ

けで、あとはそれを忘れてしまってもよいよ

うなものを作ることを目指しています。装置

自身が排水をモニターして処理を行ってくれ

るのです」と、OISTで生物システムユニット

を率いるイゴール・ゴリヤニン教授も説明し

ます。

　OIST研究チームはすでに、様々な種類の排

水に対し、大きな故障なく長時間稼働できる

性能の微生物燃料電池を開発することに成功

しています。そしてこの度、さらに装置の性

能を高める方法を考案しました。本成果は、

オープンアクセスの科学ジャーナルである 

Scientificaに発表されました。微生物燃料電池

の稼働を始める前には、消化機能を持つ微生

物群の培養と植菌を行いますが、この準備段

階には、微生物燃料電池内部の負極の部分に

あたるアノードと呼ばれる部分に、微生物を

含んだ少量の汚泥が必要です。ここで、あと

に続く排水処理で役に立つ微生物が増殖され

るのです。

　本研究で、OIST研究員らは、アノードに入

れる汚泥が、過去に特定の同じ排水に触れて

いるものであれば、微生物燃料電池はより高

い性能で排水処理ができるという仮説を立て

ました。この仮説を検証するため、研究チー

ムは、沖縄本島北部、今帰仁村にある、沖縄

県畜産研究センターの協力のもと試験を実施

しました。試験には、同センターの養豚場お

よび地元醸造所の浄化槽から回収した汚泥を

それぞれ使用しました。これらの汚泥による

微生物燃料電池の処理能力を比較すると、養

豚場の汚泥を利用した微生物燃料電池のほう

がより良く養豚場の排水を処理できることが

分かりました。その際、研究員らが指標にし

たのは、水質の指標となる化学的酸素要求量

（COD）と、臭気のもととなる揮発性脂肪酸

の除去率、そして発電量でした。

　微生物燃料電池は、排水などに含まれる微生

物の働きによって分解される物質やそれら微生

物がたくさん詰まっている無酸素状態の装置

で、バイオ電気化学システムを用いて作動しま

す。つまり、装置内の微生物が有機物を分解し

た際に発生する電子を電極に渡すことにより電

力を作り出すのです。外部からの電源供給は必

要ありません。微生物燃料電池内部を排水が通

過するとき、微生物は、排水の中に存在する有

機物を消化します。そうして、装置の反対側か

ら浄化された水が排出されるという仕組みで

す。さらにこの消化プロセスにより、装置自体

が必要とする電源の自己供給が可能になりま

す。このように、排水処理作業によって浄化

し、同時に電気エネルギーを発生させることの

できる装置なのです。

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

養豚場排水を微生物燃料電池できれいに浄化

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
　許可を得て転載した記事です。

　環境に対する今日の問題のひとつに、工場や事業所から出る排水問題があり、養豚などの農

畜産業からは、有機物質や悪臭を放つ物質、その他の物質を含んだ多量の汚水が排出されま

す。通常、排水処理・再利用には、曝気、一部は肥料として利用したり、海外では特定の沼地

や湿地に溜めて自然に浄化させたりする方法があります。沖縄のように養豚場の多い地域で

は、排水処理や再利用の課題を抱えています。このような状況を改善するため、沖縄科学技術

大学院大学（OIST）の生物システムユニットでは、微生物燃料電池と呼ばれる水処理技術の開

発に取り組んでいます。

生物システムユニット内にある微生物燃料電池。内部には、沖縄県畜産研究センターで採取した養豚排水が入っている。

沖縄県今帰仁の沖縄県畜産研究センターの家畜排水を採取するデイビッド・シンプソン技術員

沖縄県畜産研究センターで飼育している豚

(写真提供：沖縄県畜産研究センター)
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OIST生物システムユニットが沖縄県内の泡盛醸造所に設置した微生物燃料電池

OISTではキャンパスツアー（ガイド付もしくは自由見学）を

行っています。詳細は地域連携セクション 098(966)2184 ま

でお問い合わせください。

OISTについてより詳しくお知りになりたい方はwww.oist.jp 

をご覧下さい。

寄　　稿 沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて
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ミス沖縄

　ミス沖縄は沖縄観光親善使節として国内外へ派

遣され、観光関連行事や公式行事、トップセール

ス等の誘客活動や親善交流を年間延べ 600 日以上

（※ 3 名計）展開し沖縄を代表する存在として活

躍しています。

ミス沖縄選出事業

　ミス沖縄選出事業は、OCVB の自主事業による

高度な人材育成事業として継続発展しています。

本事業では毎年 3 名のミス沖縄を選出し研修や派

遣等を通して育成し、沖縄の産業界に貢献する人

材の輩出を目的としています。歴代ミス沖縄のそ

の後の活躍にも、人材育成の成果を見ることがで

きます。本事業は以下の 3 つの柱で構成されてい

ます。①ミス沖縄選出大会②ミス沖縄研修③ミス

沖縄派遣

ミス沖縄選出大会

　ミス沖縄選出大会は、県内多数の企業や団体の

協力の下 OCVB が実施しており、本年も 45 社に

及ぶ企業・団体の協賛により「ミス沖縄 2018 選

出大会」を開催しました。このような協力をいた

だけるのも、ミス沖縄が観光産業振興に寄与する

存在として認められているからだと自負していま

～沖縄観光親善使節「ミス沖縄」～
沖縄観光の顔「ミス沖縄」の活動内容について

沖縄観光親善使節　ミス沖縄 2017
ミス沖縄 2017 スカイブルー  嘉数晴花
ミス沖縄 2017 コバルトブルー  町田満彩智
ミス沖縄 2017 クリーングリーングレイシャス  島袋愛梨

（※左から）

　一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー（会長：平良朝敬、以下 OCVB）は、1981 より

36 年にわたる自主事業「ミス沖縄選出事業」を継続発展させてきました。本年 11 月には第 37 代目

のミス沖縄 2018 が誕生し、歴代 100 名を超えるミス沖縄を輩出しています。今月はミス沖縄選出事

業についてご紹介いたします。

ミス沖縄 2018 選出大会特別協賛審査員
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す。皆様からの期待に応えるべく、日々研鑽を怠

らず感謝と精進を旨としてミス沖縄の役割を果た

してまいります。

　本大会は沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ

で開催され、63 名の応募者の中から一次書類審査、

二次面接を通過して選ばれた 10 名のファイナリ

ストが、自己 PR と特技を披露しミス沖縄として

の資質を華やかに競いました。特別協賛企業の審

査員による厳正なる審査の結果「ミス沖縄 2018」

の 3 名が選出されました。

　ミス沖縄選出大会は毎年多くの注目を集めてお

り、本年はテレビ放映も決定しました。「OTV 年

末特別番組」として 12 月 30 日（土）16：00 ～

16：30 に放映されます。2018 年に活躍するミス

沖縄の誕生の瞬間、ファイナリスト研修やミス沖

縄 2017 の派遣の様子、コスチュームに込められ

る沖縄の自然や文化的背景など、日頃見られない

ミス沖縄の裏側に迫ったドキュメンタリーとなっ

ております。本事業が人材育成であることをミス

沖縄の成長する姿とミス沖縄 OG の活躍を通して

ご覧いただけます。

ミス沖縄研修

　OCVB は、年間 500 時間以上にも及ぶミス沖縄

研修を実施しミス沖縄の資質を磨いています。専

修学校 KBC 学園や歴代ミス沖縄による厳しいビ

ジネスマナーレッスンや心構え、語学等の座学を

受け公式行事にも対応できる所作を学びます。

　また、美ら島観光施設協会等の協力により県内

観光施設を訪れその魅力を発信しています。各離

島へも旅を重ね沖縄観光の奥深さを体験します。

沖縄の豊かな自然を体感し、歴史や文化を体系的

に学び、伝統組踊の鑑賞、首里織や紅型等の伝統

工芸創作、表千家の茶道体験等、多彩な伝統文化

にも触れ「うとぅいむちの精神」を学び身に付け

ミス沖縄 2018 選出大会協賛品

インターナショナルリゾートカレッジ研修

美ら島観光施設協会年間パスポート贈呈式

ミス沖縄 2018 スカイブルー山城美希
ミス沖縄 2018 コバルトブルー宮平かな
ミス沖縄 2018 クリーングリーングレイシャス末吉古都子

（※左から）
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ます。沖縄の自然や文化に存分に触れることで、

沖縄観光親善使節として感動や知識を自らの言葉

で語ることのできるミス沖縄へと成長します。

　ミス沖縄としての自覚、姿勢や所作等立ち居振

る舞い、スピーチ力は多種多様な研修によって磨

かれ、県や OCVB の展開する国内外での観光プロ

モーション、MICE やスポーツコンベンション誘

致活動において、沖縄の魅力を広く国内外に伝え

る基礎力となります。

ミス沖縄派遣

　ミス沖縄は企業や団体からの派遣要請を受け、

国内外で開催される観光関連イベント、誘客トッ

プセールス、物産展、MICE 歓迎式、航空路線就

航式、県公式行事に派遣されています。

　ミス沖縄の沖縄観光 PR スピーチやトップセー

ルスにおける誘致活動には定評があり沖縄県の

イメージアップに大きく貢献しています。観光地

PR は勿論のこと、沖縄の伝統芸能、食の魅力、

季節ごとに変わる自然の美しさ、方言等その場に

伝統組踊保存会　執心鐘入観賞

総理大臣へのかりゆしウェア贈呈式

沖縄ナイト in 東京

表千家流尚風会　茶道体験

アウトドアショップネオス　SUP 体験 ジェットスター　シンガポール沖縄定期便就航式典
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合わせて語ります。スピーチは自ら考え暗記して

おり、裏舞台での努力精進が表舞台のミス沖縄の

パフォーマンスを支えています。

ミス沖縄コスチューム

　ミス沖縄のコスチュームは、県内デザイナーの

山内カンナ氏がミス沖縄 3 名のイメージに合わせ

て毎年創作しています。

　沖縄の自然をモチーフに伝統工芸の紅型染を使

用し、沖縄らしさを演出しています。出会う方々

に沖縄の豊かな自然の美しさを感じていただける

よう、随所に創意工夫が施されどのような場所で

もミス沖縄の存在を際立たせています。

ミス沖縄公式 Facebook

　ミス沖縄は公式 Facebook を通して、県内外

の多くのミス沖縄ファンと繋がり、沖縄の観光や

文化の情報を発信しています。今年は「ミス沖縄

2017　心ゆくる旅」と題し、ミス沖縄とのんびり

旅しているかのように、世界遺産や窯元を訪ねた

り、離島旅、伝統工芸や文化体験を日々投稿して

おり、SNS を活用して沖縄ファンを増やす活動も

しています。

歴代ミス沖縄による人材育成研修

　当財団では、昨年発足したミス沖縄 OG 会によ

る新たな試みとして、「ミス沖縄人材育成研修」に

取り組んでいます。研修や派遣で培ったミス沖縄

ならではの美しい所作や心構え、歴代ミス沖縄の

ゲンティンドリーム号那覇初寄港歓迎式

ミス沖縄 2017　心ゆくる旅

ミス沖縄 2017 秋冬衣装テーマ
「 Re-start  time 」　海の青　草花の緑　太陽の光の恩恵を受
け　心にゆとりを

ミス沖縄 2017 春夏衣装テーマ
「琉宮～りゅうぐう～ものがたり」
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経験や知識を生かし、県内若手の人材育成に貢献

してまいります。

　内容は「ビジネスマナー」「スピーチ力」「琉球・

沖縄の心を学ぶ」「うとぅいむちの心 ( おもてなし

の心 )」他で構成されており、人材育成の基本と

なる自らの誇りと自信を高め、プロフェッショナ

ルな意識で業務に取り組めるようプログラムを構

成しました。

　ミス沖縄人材育成研修にご興味のある方はどう

ぞお問い合わせください。ご希望に合わせた研修

内容を実施いたします。

ミス沖縄派遣について

　OCVB は各企業・団体からのミス沖縄派遣や人

材育成研修の依頼を受け付けております。観光関

連催事等への派遣や研修に関しては下記までお問

い合わせください。

ミス沖縄人材育成研修「ビジネスマナー」

県内各地の観光大使研修

かりゆしグループ新人研修

ミス沖縄人材育成研修「琉球・沖縄の心を学ぶ」

【お問い合わせ先】
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー総務部　総務課　ミス沖縄事務局

TEL：098-859-6124　
■ミス沖縄公式 Facebook：https : //www.facebook .com/MissOkinawa3
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レポーター
上原　和久（琉球銀行）

沖縄県香港事務所に出向中
（副所長）

vol.114

好調な小売売上高、
各種イベント
はじめに 

　皆様こんにちは。沖縄県香港事務所の上原で

す。年末年始を控え慌ただしい日々をお過ごし

のことと存じます。寒さも増してくる頃かと思

いますので、季節柄ご自愛下さい。さて 12 月

といえばクリスマスがありますが、家族や友人、

はたまた自分へのクリスマスプレゼントに頭を

悩まされているところでしょうか。香港ではク

リスマスも一大イベント日として祝日となって

おり、その翌日（12 月 26 日）も「ボクシング

デイ」という祝日となっております。

　この「ボクシングデイ」ですが、皆様ご存知

でしょうか？スポーツのボクシングを思い浮

かべる方もいらっしゃるのではないかと思いま

すが（実は私もそうでした）、表記は「Boxing 

Day」、Box ＝箱（クリスマスプレゼント）、つ

まりクリスマスプレゼントを開ける日という意

味だそうです。由来は諸説ありますが、クリス

マス休日も仕事をしないといけない使用人達に、

ご主人様がねぎらいの意味を込め翌日は休日と

定めました。その時に皆が家族と一緒に過ごせ

るようにと、箱入りのプレゼントを配ったこと

が始まりだと言われています。今年は土日の後

にこの 2 日間の祝日があるため、香港では 4 連

休となっている人も多く、この期間を利用して

海外でクリスマスを過ごす方も多くいます。ち

なみに、香港以外にもイギリス連邦の国々や、

カナダ、ノルウェー、スウェーデン等でも休日

だそうです。

　さて今回のアジア便りでは、香港の小売売上

事情について、及び各種イベントについてレポー

ト致します。

 １．香港の小売売上高の推移

　香港政府統計処が発表した 1 月～ 9 月の小

売売上高は、前年同期比 0.9％増加となってお

り、数量ベースでも同じく 0.9％の増加と発表

されました。

　9 月単月の数値でも小売売上高は前年同月比

の 5.6％増加、プラス成長は 7 カ月連続となり、

前月から 2.9 ポイントの伸び率拡大は 2015 年

2 月以来、2 年 8 カ月ぶりの成長率となります。

　百貨店売上高は 9.4％の伸びを示し、香港市

民の消費が支える一般のスーパーマーケットの

売上も 2.6％増で前月より 0.3 ポイント拡大し、

スーパー全体（香港には百貨店の中にもスー

パーマーケットがある）では 3.1％の増加とな

りました。

　品目別では、金額の大きい宝飾品・時計・高

級贈答品が 14.7％増、旅行者に人気の医薬品・

化粧品が 12.7％増と、共に 3 カ月連続のプラ

ス成長となりました。その他、食品・酒類・タ

バコは 9.2％増加、衣類・靴類・関連製品は 1.7％
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増加でそれぞれ前月よりプラスへ転じました。

一方で、耐久消費財は▲ 5.3％と品目別では唯

一のマイナスとなっており、そのうちスマート

フォンなどのエレクトロニクス機器を含む未分

類が▲ 17.3％で耐久消費財の売上減少の一因

となっております。

　この成長率には中国本土を中心とする香港訪

問客数の増加が押し上げの要因として挙げら

れ、足元の復調を背景として通年では 4 年ぶ

りのプラス成長になるとの見方が多く、香港政

府も「消費者の楽観的な見方の広がりや観光産

業の好転が伸びを支え、短期的には成長が続く

だろう」と発表しております。香港の小売推移

は訪港客数に左右され、特に中国大陸からの旅

客数は大きな影響を及ぼしています。 2017 年

9 月の訪港客数は 463 万人となり、前年同月

比は 4.8％の増加、うち中国大陸からの訪港客

数は全体の 77％にあたる 357 万人となり、こ

ちらは前年同月比 7.2％の伸びとなっておりま

す。2017 年（1 月～ 9 月）通年でも、合計訪

港客数は 4,263 万人で前期比 2.2％の増加、う

ち中国大陸からの訪港客数は 3,249 万人で前

期比 2.5％増加となっていることや、ここ 1 年

間の小売伸び率と訪港客数の推移からもその影

響がうかがえるのではないでしょうか。ただし、

現状ではプラス成長の見方による明るい兆しが

あっても、将来的な中国大陸からの訪港客数の

変化や、その消費金額の推移、政策等による影

響も懸念されることから、これらの動向には注

視していく必要がありそうです。

　 ち な み に 11 月 は 日 系 百 貨 店 の「 香 港

SOGO」では半年に一度の感謝祭として、約 3

週間ほど大規模なセールが開催されておりま

す。店外まで及ぶ行列や人で埋め尽くされた店

内は圧巻で、中にはスーツケースを引いた中国

大陸からの来港者と思われる人も多数目につき

ます。この光景だけを見れば今月の小売動向も

順調に推移… といったところでしょうか。沖

縄では味わえない景色や熱気に、ただただ驚き

と戸惑いを感じつつ、買い物欲の少ない私は

早々に店を後にしました。

小売伸び率と訪港客数伸び率の推移（※伸び率は前年同月比）

小売売上高の推移

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
小売売上高（億HKD） 361 360 424 431 348 357 352 359 337 360 348 357
小売伸び率（％） 2.9 5.4 2.9 1.0 5.8 3.0 0.1 0.4 0.1 4.0 2.7 5.6
訪港客数伸び率（％） 2.4 2.1 5.4 4.8 2.7 8.8 1.9 3.0 1.9 2.4 1.2 4.8
うち中国大陸（％） 3.5 3.5 6.1 7.7 6.8 10.4 1.8 3.8 3.4 3.7 2.0 7.2

人で埋め尽くされた店内は前に進むのも困難
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 ２．各種イベントについて

【沖縄ナイト in 香港　10 月 25 日】

　香港にて沖縄県関連の事業（観光関連、物産

関連等）に携わっている香港の皆様へ感謝の気

持ちとして、五つ星ホテルのカオルーンシャン

グリラホテルにて開催された第 2 回レセプショ

ンパーティーには、総勢 300 名余が参加し、

県産品を使ったブッフェメニューや舞台演奏等

を楽しんでいただき多いに賑わいました。

　最後はパーティーご来場の皆様と共にカ

チャーシー踊りで気分は最高潮！盛況のうちに

幕を下ろしました。

【BtoB 商談会 in 香港　10 月 25 日】

　前述の沖縄ナイトと同日、同会場にて BtoB

商談会も開催致しました。香港では数々の県産

品が輸入され、観光だけでなく物産関連の繋が

りも深いことから、こちらも昨年度に引き続き

今年も同日での開催となりました。今年は沖縄

県より 15 社のメーカーが参加し、約 2 時間の

商談会に香港バイヤー 72 社 114 名の参加が

ありました。県産品への注目度、認知度は依然

として高いものがあり、新しい商材についても

非常に関心が高いと感じました。各メーカーに

は取引のある企業との取引深耕や、新たな企業

との繋がりを図ることができ、今回の商談会を

きっかけに沖縄県の既存進出メーカーの更なる

販路拡大、また新規メーカーの香港進出に繋が

るものと期待しております。

【香港ウエディングエキスポ 11 月 3 日～ 5 日】

　香港コンベンションセンターにてウエディン

グ関連事業社が集う見本市「香港ウエディング

エキスポ」が開催されました。沖縄県でも毎年

関連事業社と連携して出展しており、今年度は

メーカー 10 社が参加し、3 日間で商談 176 組、

成約 32 組、仮予約 13 組の実績に結び付きま

した。沖縄は地理的優位性や、リゾートウエディ

ングの魅力から海外ウエディングの候補地とし

て、香港では高い人気を誇っており、また沖縄

で挙式する外国人の半数は香港人となっており

ます。今回成約された皆様には沖縄での挙式を

思う存分楽しんでいただきたいですね。

【ワイン＆スピリッツ　11 月 9 日～ 11 日】

　香港コンベンションセンターにてお酒関連を

取り扱う代理店、メーカーが集う見本市「ワイ

ン＆スピリッツ」が開催されました。世界各国

より、ワインやウイスキー、ビール、日本酒、

焼酎等の酒類を中心に出展されており、また来

場者はワイングラスを片手に各ブースを回るこ

とが出来ます。当所は JETRO 主催のジャパン

パビリオンの一角にブースを出展し、香港で取
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り扱われている泡盛の試飲を行いました。スト

レートでの試飲の他、水割りやシークヮーサー

割り等でも提供し、多くの来場者に泡盛の飲み

方の数々を楽しんでいただきました。お酒のイ

ベントらしく、来場者もお酒好きな方、お酒関

連の仕事の方が多いことから、これまで行った

同様な試飲イベントよりも反応が良く、中には

早速会場でお買い求め希望の方もいらっしゃい

ました。取扱代理店や、販売店舗等の案内も

同時に PR したことから、今後取扱店舗の拡大

や、販売向上に繋がることを期待したいもので

す。香港ではビールやワインが種類も多く値段

も手頃なことから、よく飲まれております。焼

酎や泡盛については、まだまだ取扱い店舗も少

なく、また飲み方も含めてあまりよく知らてい

ない部分も多いことから、このようなイベント

での PR 活動を今後とも継続して泡盛の普及に

繋げていきたいと思います。

最後に

　11 月～ 12 月にかけて展示会や各種イベント

等が盛り沢山となっております。特に香港だけ

でなく中国広州にてのイベントも控えているこ

とから、また違った地域のイベント内容や、そ

の反応についてもお届けできればと思います。　

　それでは最後は広東語のコーナーです。今月

は各種施設の名称です。香港では大型テーマ

パークとしてディズニーランドが有名ですが、

規模は東京ディズニーランドに比べるとかなり

コンパクトで待ち時間もそう長くありません。ま

た、香港にはもう一つ、オーシャンパークとい

う大型テーマパークがあることをご存知でしょ

うか。遊園地と水族館と動物園を合体させたよ

うなこのテーマパークですが、規模はディズニー

ランドよりも大きく、多くの人で賑わいを見せ

ております。パンダも見ることが出来ますので、

家族旅行等で香港を訪れる際にはオススメのス

ポットかもしれません。ちなみに現地の人もディ

ズニーランドよりこのオーシャンパークの方が

好きと回答する人の方が多い印象です。

　当所では、日頃から県内企業・個人の皆様か

ら香港に関する多くのご質問を頂いておりま

す。香港に関することにつきまして、ぜひ是非

お気軽にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　再見！

沖縄県香港事務所

Tel：（852）2968-1006

Fax：（852）2968-1003

E-mail : okinawaopg@biznetvigator.com

日本語 広東語 読み方

博物館 博物館 ポッマッグン

海 海 ホイ

美術館 美術館 メイスェッグン

海岸 海岸 ホインゴン

遊園地 遊樂場 ヤウロッツョン

山 山 サーン

動物園 動物園 ドンマッユン

川 河 ホ

植物園 植物園 ビッマッユン

森 森林 サンラン

水族館 水族館 スェイゾッグン

祭 節 ズィッ

寺院 寺 ズィ

映画館 戲院 ヘイユン

ミウ

劇場 劇場 ケッツョン

公園 公園 ゴンユン

島 島 ドウ
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りゅうぎんビジネスクラブ主催セミナー
訪日観光客の心をつかむ！インバウンドビジネス成功戦略

講演会のご案内

「りゅうぎんビジネスクラブ事務局」（琉球銀行法人事業部内）

TEL：098-860-3817（担当：照屋、真栄城）までお願いいたします。
1 審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承下さい。

お問い
合わせ

RYUGIN BUSINESS CLUB りゅうぎんビジネスクラブ

入会のご案内
　琉球銀行の経営理念である「地域から親しまれ、信頼され、地域社会の発展に寄与する銀行」を実践

するべく、お取引先企業への情報支援サービスの提供を目的に会員制組織「りゅうぎんビジネスクラ

ブ」を設立し、各種セミナーの開催や情報のご提供、県外での商談会など様々なサービスを実施してお

ります。

サービスの
ご　案　内

その他の
サービス

ビジネスクラブ会員企業トップと弊行

役員との親睦の場を兼ねたトップセミ

ナーや実務セミナーに無料で参加いた

だけます。

【最近の実績】
H28.11.９　「老舗企業の経営革新」
H29.２.22　トップセミナー「経営戦略とし
　　　　　てのワークライフバランス」
H29.6.20　「業績向上！営業リーダーの条
　　　　　件と役割」
H29.8.17　「インバウンドビジネス成功戦略」

■各種セミナーの開催による情報等の提供
企業経営者や経営幹部を対象にした、
ビジネススクールの運営を実施してお
ります。
※別途受講料が必要になります。

【著名な講師例】

・第1期　酒巻 久 　キヤノン電子㈱社長
・第2期　鈴木 喬　 エステー㈱会長
・第3期　出口 治明 ライフネット生命保険㈱会長兼ＣＥＯ
・第4期　宗次 德二 ㈱壱番屋 創業者特別顧問
・第5期　髙田 明 ㈱A and Live 代表取締役
・第6期　橋本 真由美 ブックオフコーポレーション㈱取締役相談役
・第7期　小島 英揮 Sti l l  Day One（同）代表社員パラレル
　　　　　　　　　　　　　 マーケター・エバンジェリスト/
　　　　　　　　　　　　　 CMC_Meetup発起人

■「りゅうぎんマネジメントスクール」の開講

企業運営に有益な情報が盛り込まれた
「経営参考小冊子」をお届けいたします。

【内容例】

・「仕事が速い人」の時間の使い方

・実践「営業トーク」集

・好かれる人の「気づかい」

・ビジネスモデルをつくった人々

■「経営参考小冊子」の定期配送
税務・会計・法務・人事・労務など、経営のお役
に立つ情報レターを毎週FAX配信いたします。

【内容例】

・「残業規制時代」に企業ができること

・人事トラブルを防ぐ実務対応Ｑ＆Ａ

・情報を引き出す「質問力」向上のポイント

・次世代の経営リーダーを育てるには

■「りゅうぎんビジネスフラッシュ」定期配信

公認会計士・税理士・司法書士・中小企業診断士・社会保険労務士・行政書士などの各種専門
家を無料で派遣し、会員企業様の「経営課題」に対し、会員企業様・専門家・琉球銀行が一体
となって取り組むサービスです。
※1社につき年1回ご利用になれます。

■専門家派遣サービス

■融資利率の優遇
りゅうぎんビジネスクラブ会員企業の皆様に一部融資商品（ベストサポーター、順風満

帆）について、融資金利の優遇を実施しております1。詳細は取引店担当者にお問い合わ

せ下さい。

「りゅうぎんビジネスクラブ入会申込書」に必要事項を記入の上、取引
店担当者に提出下さい。

入会金は不要です。

年会費は20,000円です。　※お申込月の翌々月4日ご指定口座より引落となります。

りゅうぎんビジネスクラブ
入会申込方法

年会費 20,000円

1

2
3

“傾向と対策”でインバウンド市場を攻略しよう！

　沖縄県への入域観光客数は今年の5月までに各月の過去最高を43ヵ月連続で更新しています。イ

ンバウンド需要を確実に取り込むために必須となる市場分析、戦略、経営者としての心構え等をイ

ンバウンドビジネスの専門家 村山 慶輔氏が豊富な知識を交えながら講義いたします！

日　　時：平成29年8月17日(木)午後1:30～4:30
午後1：30より30分間、琉球大学より産学連携についての
ご案内がございます。

会　　場：沖縄県立博物館・美術館 1階「博物館講座室」

         　 住所：那覇市おもろまち3丁目1-1

講　　師：株式会社やまとごころ

         　 代表取締役 兼 インバウンド戦略アドバイザー

         　 村山 慶輔（むらやま けいすけ）氏

         　 主な著書：「インバウンドビジネス集客講座」（翔泳社）等

定　　員：先着60名様 （原則1社1名様）

         　 ※定員に達し次第締切りますのでいますぐお申し込みを！

受 講 料：無料※ビジネスクラブ会員企業の方限定※

         　 非会員：8,000円（詳しくはお問い合わせください）

申込方法：申込欄をご記入の上ＦＡＸもしくはＥメールで

         　 お申し込みください。

申込期限：平成29年 8月15日（火）

兵庫県神戸市生まれ。ウィスコ
ンシン大学マディソン校卒。 
在学中、異文化交流に強い関心
を持ち、20ヵ国以上を旅行。 
2000～06年、アクセンチュア
勤務。 2007年インバウンド観
光に特化したB to Bサイト「や
まとごころ.jp」を立ち上げ、 企
業・自治体向けに情報発信、教
育・研修、コンサルティングな
どを提供中。 インバウンドビ
ジネスの専門家として国内外
各種メディアへ出演の他、 イ
ンバウンド関連諸団体の理事
を多数兼任。 
6月には3冊目となる著書「イ
ンバウンドビジネス集客講座

（翔泳社）」を出版。

入会のご案内 講演会のご案内

御社名

参加者
ご職位

お電話番号

お申込み
お問合せ

参加者名

琉球銀行 法人事業部 （りゅうぎんビジネスクラブ事務局　照屋・真栄城）

FAX．（098）－862－0704 E-mail：fs4@ryugin.co.jp
TEL．（098）－860－3817

村山 慶輔氏

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆　セミナー参加申込書　◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆□
※本セミナーの申込によってお知らせいただいた個人情報は、本セミナーの運営・各種案内送付・各種サービ

スのご提案のためにのみ利用させていただきます。

開催概要
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vol.97

　世界の医療機器市場は 2019 年に約 50 兆円

に到達することが見込まれています（うちアジ

ア及び日本は約 24％相当）。しかし日本では約

8 千億円（2015 年実績）の輸入超過となり、

我が国が得意とするものづくり技術が十分に活

かされていない課題があります。その一方で、

米国では IPO や M ＆ A による資本循環、いわ

ゆるエコシステムにより、魅力的な医療機器を

開発するベンチャー企業を育成する仕組みが確

立しています。

　この状況を踏まえ、日米に加え、医療機器事

業者 300 社以上が集積する台湾との広域連携を

推進し、沖縄におけるアジア市場との地理的近

接性や、税制優遇等の投資環境を十分に活かす

ことで、沖縄を拠点としたアジア市場開拓に取

り組むことが期待できます。そこで、当局、沖

縄県、琉球大学、万国医療津梁協議会で構成す

る実行委員会を発足し、11 月 7 日から 3 日間、

フォーラム及び関連イベントを開催しました。

１．2017 日米亜医療機器イノベーションフォー
ラム沖縄
　フォーラム（11 月 8 日、於：沖縄科学技術
大学院大学）では、広域連携の具体的な協働の
枠組みを構築するため、各国における医療の現
状や課題、法整備や投資環境、ベンチャー創出
環境等について議論を行いました。日米及び台
湾の医療機関や医療機器事業者、ものづくり企
業、投資家等、約 200 人が参加しました。

２．バイオデザインダイアローグ
　ダイアローグ（11 月 7 日、於：琉球大学お
きなわクリニカルシミュレーションセンター）
では、バイオデザインプログラム（スタンフォー
ド大学が開発した医療機器の人材育成システ
ム、）に取り組む米国シリコンバレーの医療機
器ベンチャー企業、スタンフォード大学関係者
等と、琉球大学医学部及び工学部の学生や、企
業等 18 人が参加し、意見交換を行いました。

３．PITCH ＜ Medtech Asia ＞
　PITCH（11 月 9 日、於：カフーリゾート）では、
アジア市場開拓等に向けたパートナーとの出会
いの場を提供するため、日米及び台湾の潜在的
な医療機器開発技術や、イノベーション環境、
製品アイディア等をショートプレゼン方式で計
26 団体が発表し、約 100 人の参加者と活溌な
意見交換により、大いに盛り上がりました。

　
　なお、琉球大学では今年度、バイオデザイン
プログラムを基に、沖縄型医工連携人材育成プ
ログラム研修を実施し、沖縄の医療機器開発の
人材育成に取り組んでいます。今後は当局とし
ても、日米及び台湾の関係機関と広域連携を深
化させ、ビジネスモデル構築、アジア市場開拓
及び人材育成等のスタートアップ環境整備等、
沖縄を医療機器開発の拠点化に向けた取組を推
進します。

沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について
2017日米亜医療機器イノベー
ションフォーラム沖縄の開催

フォーラムの様子
http://ogb.go.jp/keisan/index.html

■本記事に関するお問い合わせについて
　内閣府沖縄総合事務局経済産業部企画振興課

TEL：098-866-1727（担当：新崎、仲村）

内閣府沖縄総合事務局
経済産業部

PITCH ＜ Medtech Asia ＞の様子





うるま市、糸満市

事業主体

関係地域

事業目的

事業概要

事業期間

主体名：琉球海運株式会社
所在地：沖縄県那覇市西1-24-11　　電話: 098-868-8161

平成2９年10月～平成31年1月

延床面積28,119㎡（総合物流センター2棟）

琉球海運総合物流センター建設工事事業名 ： 

沖縄県の貨物量の増加に対応する総合物流センターの新設

■RKK中城総合物流センター
所 在 地：うるま市勝連南風原5194-35
敷地面積：44,018㎡
建築面積：9,830㎡
延床面積：17,653㎡
構　　造：鉄骨造２階建
内　　容：荷捌き･仕分け･配送などの通過型流通センター（TC）、保管機能を持つ在庫型物流セ

ンター（DC）、自動倉庫（常温・冷凍）、保税倉庫（計画）などの機能を保有する３温度帯
（常温/冷蔵+5℃/冷凍-25℃）物流センター

　　　　 １階／常温倉庫、常温自動倉庫、冷蔵倉庫、冷凍自動倉庫、仕分けソーターなど
　　　　 ２階／常温倉庫、常温自動倉庫（吹抜）、冷凍自動倉庫（吹抜）など
事 業 費：約36億円
　
■RKK糸満総合物流センター
所 在 地：糸満市西崎4-18-2
敷地面積：14,670㎡
建築面積：6,053㎡
延床面積：10,466㎡
構　　造：鉄骨造２階建
内　　容：TC・DC機能を有する３温度帯（常温/冷蔵+5℃/冷凍-25℃）物流センター
　　　　 １階／常温倉庫、冷蔵倉庫、冷凍倉庫、雑誌仕分けソーターなど
　　　　 ２階／常温倉庫など
事 業 費：約24億円

事業規模

事 業 費 約60億円（総合物流センター2棟）

県内大型プロジェクトの動向　vol.95

県内大型プロジェクトの動向

種     別 ： 公共　民間　3セク
両施設ともに建築工事が進捗中である。

熟 度 □ 構想段階　□ 計画段階　□ 工事段階　□ 開業・供用段階

進捗状況

・RKK糸満総合物流センターは、浦添市の老朽化した既存施設の代替と規模拡大に対応する総合物流セン

ターである。３温度帯の倉庫を有し、県外からの飲食品や衣料品などの積荷の管理と、県内各地の加工品や

青果物の維持管理を担う。

・同社は、トレーラーが積荷ごと自走で乗り込むRORO船の新造船を今年８月（しゅれいⅡ、1万1,687トン）と

11月（にらいかないⅡ、1万1,687トン）に相次いで就航させ、東京・大阪と那覇間の輸送能力を約４割増大さ

せた。

・同社は、物流センター整備により、同社グループ各企業が連携して海上輸送・陸送・倉庫管理などの一貫し

た総合物流サービス体制を実現し、コスト圧縮や精度といったサービス品質を向上させ、顧客である積荷

企業の高まる要求に応えていく。

・琉球海運の輸送実績（平成29年度3月期）は、定期航路は292万トン、不定期航路が20万トンの合計312万トン

であった。

・同社の貨物輸送量は近年増加傾向にあり、県内の経済拡大や人口増、さらには那覇空港の第二滑走路稼働

による入域観光客数増により今後とも貨物輸送量は拡大することが見込まれる。

・RKK中城総合物流センターは、うるま市の国際物流拠点産業集積地域内に新設する総合物流センターであ

る。大規模な土地を確保し県内最大となる施設を整備することで那覇港新港埠頭近郊の荷捌き場不足を解

消し、荷主の高度な要求に応える。24時間オペレーションを想定し、同社の船舶が母港とする那覇港新港埠

頭で荷揚げされた荷物を夜間に運び、自動化された施設で処理し、保管・もしくは配達先へ届ける。

現況及び

見 通 し

現況及び

見 通 し

（ 続 き ）

平成29年2月  基本構想・基本計画プロジェクト会議開始

平成29年6月  RKK中城総合物流センター基本設計完了。実施設計着手

平成29年7月  RKK糸満総合物流センター基本設計完了。実施設計着手

平成29年10月  RKK中城総合物流センター工事着手

平成29年11月  RKK糸満総合物流センター工事着手

平成30年12月  RKK中城総合物流センター稼働予定

平成31年1月  RKK糸満総合物流センター稼働予定

経 　 緯

RKK中城総合物流センター完成イメージ

RKK糸満総合物流センター完成イメージ

県内大型プロジェクトの動向   vo l .95

（完成イメージは琉球海運株式会社提供）
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うるま市、糸満市

事業主体

関係地域

事業目的

事業概要

事業期間

主体名：琉球海運株式会社
所在地：沖縄県那覇市西1-24-11　　電話: 098-868-8161

平成2９年10月～平成31年1月

延床面積28,119㎡（総合物流センター2棟）

琉球海運総合物流センター建設工事事業名 ： 

沖縄県の貨物量の増加に対応する総合物流センターの新設

■RKK中城総合物流センター
所 在 地：うるま市勝連南風原5194-35
敷地面積：44,018㎡
建築面積：9,830㎡
延床面積：17,653㎡
構　　造：鉄骨造２階建
内　　容：荷捌き･仕分け･配送などの通過型流通センター（TC）、保管機能を持つ在庫型物流セ

ンター（DC）、自動倉庫（常温・冷凍）、保税倉庫（計画）などの機能を保有する３温度帯
（常温/冷蔵+5℃/冷凍-25℃）物流センター

　　　　 １階／常温倉庫、常温自動倉庫、冷蔵倉庫、冷凍自動倉庫、仕分けソーターなど
　　　　 ２階／常温倉庫、常温自動倉庫（吹抜）、冷凍自動倉庫（吹抜）など
事 業 費：約36億円
　
■RKK糸満総合物流センター
所 在 地：糸満市西崎4-18-2
敷地面積：14,670㎡
建築面積：6,053㎡
延床面積：10,466㎡
構　　造：鉄骨造２階建
内　　容：TC・DC機能を有する３温度帯（常温/冷蔵+5℃/冷凍-25℃）物流センター
　　　　 １階／常温倉庫、冷蔵倉庫、冷凍倉庫、雑誌仕分けソーターなど
　　　　 ２階／常温倉庫など
事 業 費：約24億円

事業規模

事 業 費 約60億円（総合物流センター2棟）

県内大型プロジェクトの動向　vol.95

県内大型プロジェクトの動向

種     別 ： 公共　民間　3セク
両施設ともに建築工事が進捗中である。

熟 度 □ 構想段階　□ 計画段階　□ 工事段階　□ 開業・供用段階

進捗状況

・RKK糸満総合物流センターは、浦添市の老朽化した既存施設の代替と規模拡大に対応する総合物流セン

ターである。３温度帯の倉庫を有し、県外からの飲食品や衣料品などの積荷の管理と、県内各地の加工品や

青果物の維持管理を担う。

・同社は、トレーラーが積荷ごと自走で乗り込むRORO船の新造船を今年８月（しゅれいⅡ、1万1,687トン）と

11月（にらいかないⅡ、1万1,687トン）に相次いで就航させ、東京・大阪と那覇間の輸送能力を約４割増大さ

せた。

・同社は、物流センター整備により、同社グループ各企業が連携して海上輸送・陸送・倉庫管理などの一貫し

た総合物流サービス体制を実現し、コスト圧縮や精度といったサービス品質を向上させ、顧客である積荷

企業の高まる要求に応えていく。

・琉球海運の輸送実績（平成29年度3月期）は、定期航路は292万トン、不定期航路が20万トンの合計312万トン

であった。

・同社の貨物輸送量は近年増加傾向にあり、県内の経済拡大や人口増、さらには那覇空港の第二滑走路稼働

による入域観光客数増により今後とも貨物輸送量は拡大することが見込まれる。

・RKK中城総合物流センターは、うるま市の国際物流拠点産業集積地域内に新設する総合物流センターであ

る。大規模な土地を確保し県内最大となる施設を整備することで那覇港新港埠頭近郊の荷捌き場不足を解

消し、荷主の高度な要求に応える。24時間オペレーションを想定し、同社の船舶が母港とする那覇港新港埠

頭で荷揚げされた荷物を夜間に運び、自動化された施設で処理し、保管・もしくは配達先へ届ける。

現況及び

見 通 し

現況及び

見 通 し

（ 続 き ）

平成29年2月  基本構想・基本計画プロジェクト会議開始

平成29年6月  RKK中城総合物流センター基本設計完了。実施設計着手

平成29年7月  RKK糸満総合物流センター基本設計完了。実施設計着手

平成29年10月  RKK中城総合物流センター工事着手

平成29年11月  RKK糸満総合物流センター工事着手

平成30年12月  RKK中城総合物流センター稼働予定

平成31年1月  RKK糸満総合物流センター稼働予定

経 　 緯

RKK中城総合物流センター完成イメージ

RKK糸満総合物流センター完成イメージ

県内大型プロジェクトの動向   vo l .95

（完成イメージは琉球海運株式会社提供）
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消費関連
　百貨店売上高は、外国人観光客による消費が好調で化粧品を含む家庭用品・その他が伸長したことや
催事効果で身の回り品が伸長したことなどから３カ月連続で前年を上回った。スーパー売上高は、食料
品は精肉や冷凍食品などが好調だったことや、住居関連も化粧品や家電などが好調だったことから、全
店ベースは２カ月連続で前年を上回った。新車販売台数は、軽自動車の自家用車需要の持ち直しなどに
より３カ月連続で前年を上回った。電気製品卸売販売額は、ＢＤレコーダーやエアコンが伸長したこと
などから２カ月ぶりに前年を上回った。
　先行きは、高い消費マインドや外国人観光客の増加などから引続き好調を維持するとみられる。

　公共工事請負金額は、独立行政法人等・その他は増加したが、国、県、市町村は減少したことから、２カ
月連続で前年を下回った。建築着工床面積（９月）は、居住用、非居住用ともに減少したことから４カ月
ぶりに前年を下回った。新設住宅着工戸数（９月）は、分譲は増加したが、持家、貸家は減少したことから
３カ月ぶりに前年を下回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事、民間工事ともに増加したこと
から２カ月ぶりに前年を上回った。建設資材関連では、セメントは前年を上回り、生コンは民間工事向
け出荷の減少などにより前年を下回った。鋼材は受注工事の進捗に動きがみられることなどから前年
を上回り、木材は住宅関連工事向け出荷の減少などから前年を下回った。
　先行きは、公共工事や新設住宅着工が高水準で推移することが予想され、引き続き概ね好調な動きが
続くものとみられる。

建設関連

　入域観光客数は、61カ月連続で前年を上回った。国内客は19カ月ぶりに前年を下回り、外国客は８カ
月連続で前年を上回った。外国客は、空路利用客、海路利用客ともに増加した。方面別に寄与度でみると
台湾、中国本土、韓国、香港は増加した。
　県内主要ホテル（速報値）は、稼働率、売上高は前年を下回り、宿泊収入は前年を上回った。主要観光施
設入場者数は２カ月連続で前年を下回った。ゴルフ場は、入場者数、売上高ともに５カ月ぶりに前年を
下回った。10月は台風21号、22号の影響を大きく受けた形となった。
　先行きは、アジア方面からの外国客の旅行需要は根強いことや、航空路線の拡充などから、好調に推
移するものとみられる。

観光関連

　新規求人数は、前年同月比24.2％増となり２カ月ぶりに前年を上回った。産業別にみると、医療・福祉、
宿泊業・飲食サービス業などで増加し、情報通信業などで減少した。有効求人倍率（季調値）は1.14倍と、
前月より0.06ポイント上昇した。完全失業率（季調値）は4.0％と前月より0.6％ポイント悪化した。
　消費者物価指数（総合）は、光熱・水道や交通・通信などの上昇により、前年同月比0.3％増と13カ月連
続で前年を上回った。
　企業倒産は、件数が４件で前年同月を２件上回った。負債総額は３億700万円で前年同月比13.7％の
増加だった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

　10月の県内景気をみると、消費関連では、百貨店は外国人観光客による消費が好調

だったことや催事効果などから前年を上回り、スーパーは食料品や化粧品が好調だっ

たことから前年を上回った。耐久消費財では、新車販売は軽自動車で自家用車需要の持

ち直しなどにより前年を上回り、電気製品卸売はＢＤレコーダーやエアコンが伸長し

たことから前年を上回った。

　建設関連では、公共工事は国、県、市町村は減少したことから前年を下回った。建築着

工床面積（９月）は居住用、非居住用ともに減少したことから前年を下回り、新設住宅着

工戸数（９月）は持家、貸家が減少したことから前年を下回った。建設受注額は、公共工

事、民間工事ともに増加したことから前年を上回った。

　観光関連では、入域観光客数は61カ月連続で前年を上回った。外国客は前年を上回っ

たが、国内客は前年を下回った。主要ホテルは、稼働率、売上高は前年を下回った。10月

は台風21号、台風22号がいずれも週末に大きな影響を与えたことから、航空便の欠航

が相次ぎ、観光関連は伸びが鈍化した。

　総じてみると、消費関連は好調に推移しており、観光関連の鈍化は台風の影響による

一時的な動きとみられること、建設関連は概ね好調なことから、県内景気は拡大の動き

が強まっている。

景気は、拡大の動きが強まる

消費関連では、スーパーが前年を上回る

観光関連では、入域観光客数が前年を上回る

県 内 の

景気
動向

概況 2017年10月

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

県内の景気動向りゅうぎん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　

26



消費関連
　百貨店売上高は、外国人観光客による消費が好調で化粧品を含む家庭用品・その他が伸長したことや
催事効果で身の回り品が伸長したことなどから３カ月連続で前年を上回った。スーパー売上高は、食料
品は精肉や冷凍食品などが好調だったことや、住居関連も化粧品や家電などが好調だったことから、全
店ベースは２カ月連続で前年を上回った。新車販売台数は、軽自動車の自家用車需要の持ち直しなどに
より３カ月連続で前年を上回った。電気製品卸売販売額は、ＢＤレコーダーやエアコンが伸長したこと
などから２カ月ぶりに前年を上回った。
　先行きは、高い消費マインドや外国人観光客の増加などから引続き好調を維持するとみられる。

　公共工事請負金額は、独立行政法人等・その他は増加したが、国、県、市町村は減少したことから、２カ
月連続で前年を下回った。建築着工床面積（９月）は、居住用、非居住用ともに減少したことから４カ月
ぶりに前年を下回った。新設住宅着工戸数（９月）は、分譲は増加したが、持家、貸家は減少したことから
３カ月ぶりに前年を下回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事、民間工事ともに増加したこと
から２カ月ぶりに前年を上回った。建設資材関連では、セメントは前年を上回り、生コンは民間工事向
け出荷の減少などにより前年を下回った。鋼材は受注工事の進捗に動きがみられることなどから前年
を上回り、木材は住宅関連工事向け出荷の減少などから前年を下回った。
　先行きは、公共工事や新設住宅着工が高水準で推移することが予想され、引き続き概ね好調な動きが
続くものとみられる。

建設関連

　入域観光客数は、61カ月連続で前年を上回った。国内客は19カ月ぶりに前年を下回り、外国客は８カ
月連続で前年を上回った。外国客は、空路利用客、海路利用客ともに増加した。方面別に寄与度でみると
台湾、中国本土、韓国、香港は増加した。
　県内主要ホテル（速報値）は、稼働率、売上高は前年を下回り、宿泊収入は前年を上回った。主要観光施
設入場者数は２カ月連続で前年を下回った。ゴルフ場は、入場者数、売上高ともに５カ月ぶりに前年を
下回った。10月は台風21号、22号の影響を大きく受けた形となった。
　先行きは、アジア方面からの外国客の旅行需要は根強いことや、航空路線の拡充などから、好調に推
移するものとみられる。

観光関連

　新規求人数は、前年同月比24.2％増となり２カ月ぶりに前年を上回った。産業別にみると、医療・福祉、
宿泊業・飲食サービス業などで増加し、情報通信業などで減少した。有効求人倍率（季調値）は1.14倍と、
前月より0.06ポイント上昇した。完全失業率（季調値）は4.0％と前月より0.6％ポイント悪化した。
　消費者物価指数（総合）は、光熱・水道や交通・通信などの上昇により、前年同月比0.3％増と13カ月連
続で前年を上回った。
　企業倒産は、件数が４件で前年同月を２件上回った。負債総額は３億700万円で前年同月比13.7％の
増加だった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

　10月の県内景気をみると、消費関連では、百貨店は外国人観光客による消費が好調

だったことや催事効果などから前年を上回り、スーパーは食料品や化粧品が好調だっ

たことから前年を上回った。耐久消費財では、新車販売は軽自動車で自家用車需要の持

ち直しなどにより前年を上回り、電気製品卸売はＢＤレコーダーやエアコンが伸長し

たことから前年を上回った。

　建設関連では、公共工事は国、県、市町村は減少したことから前年を下回った。建築着

工床面積（９月）は居住用、非居住用ともに減少したことから前年を下回り、新設住宅着

工戸数（９月）は持家、貸家が減少したことから前年を下回った。建設受注額は、公共工

事、民間工事ともに増加したことから前年を上回った。

　観光関連では、入域観光客数は61カ月連続で前年を上回った。外国客は前年を上回っ

たが、国内客は前年を下回った。主要ホテルは、稼働率、売上高は前年を下回った。10月

は台風21号、台風22号がいずれも週末に大きな影響を与えたことから、航空便の欠航

が相次ぎ、観光関連は伸びが鈍化した。

　総じてみると、消費関連は好調に推移しており、観光関連の鈍化は台風の影響による

一時的な動きとみられること、建設関連は概ね好調なことから、県内景気は拡大の動き

が強まっている。

景気は、拡大の動きが強まる

消費関連では、スーパーが前年を上回る

観光関連では、入域観光客数が前年を上回る
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（注1） 公共工事請負金額は西日本建設業保証株式会社沖縄支店調べ。建築着工床面積、新設住宅着工戸数は国土交通省調べ。

県内新規求人数、有効求人倍率は沖縄労働局調べ。入域観光客数、消費者物価指数は沖縄県調べ。

企業倒産件数は東京商工リサーチ沖縄支店調べ。Ｐは速報値。

（注2） 百貨店は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

（注3） 2012年５月より外国客の入域観光客数を掲載した。

（注4） 主要ホテルは、2016年7月より調査先を26ホテルから25ホテルとした。

（注5） 2016年７月より企業倒産件数の前年同期差は、３カ月の累計件数の差とする。

（注6） 建設受注額は、2017年8月より調査先を20社から19社とした。

2017.10 りゅうぎん調査
項目別グラフ　単月 2017.10

項目別グラフ　3カ月 2017.8～2017.10

2017.8－2017.10

（注） 広告収入は17年9月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注） 広告収入は17年7月～17年9月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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（注1） 公共工事請負金額は西日本建設業保証株式会社沖縄支店調べ。建築着工床面積、新設住宅着工戸数は国土交通省調べ。

県内新規求人数、有効求人倍率は沖縄労働局調べ。入域観光客数、消費者物価指数は沖縄県調べ。

企業倒産件数は東京商工リサーチ沖縄支店調べ。Ｐは速報値。

（注2） 百貨店は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

（注3） 2012年５月より外国客の入域観光客数を掲載した。

（注4） 主要ホテルは、2016年7月より調査先を26ホテルから25ホテルとした。

（注5） 2016年７月より企業倒産件数の前年同期差は、３カ月の累計件数の差とする。

（注6） 建設受注額は、2017年8月より調査先を20社から19社とした。

2017.10 りゅうぎん調査
項目別グラフ　単月 2017.10

項目別グラフ　3カ月 2017.8～2017.10

2017.8－2017.10

（注） 広告収入は17年9月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注） 広告収入は17年7月～17年9月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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３カ月連続で増加
・百貨店売上高は、前年同月比2.7％増と３
カ月連続で前年を上回った。食料品は２
週連続の台風接近で品揃えに影響が出た
ことなどから減少し、衣料品も婦人服の
動きが鈍かったことなどから減少した。
家庭用品・その他は外国人観光客による
消費が好調で化粧品が伸長したことなど
から増加し、身の回り品は催事効果で婦
人雑貨が伸長したことなどから増加した。
・品目別にみると、家庭用品・その他（同
13.5％増）、身の回り品（同5.2％増）は増加
したが、衣料品（同4.5％減）、食料品（同
4.4％減）は減少した。

（注）2014年9月より調査先百貨店が一部変更となった。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

全店ベースは２カ月連続で増加 
・スーパー売上高は、既存店ベースでは前
年同月比1.9％増と２カ月連続で前年を上
回った。
・食料品は、精肉や冷凍食品などが好調
だったほか、前年に台風で休業した店舗
があった反動などから同2.4％増となった。
衣料品は、秋物の伸長や販促効果などか
ら同0.4％増となった。住居関連は、化粧品
や家電が好調だったことなどから同0.5％
増となった。
・全店ベースでは2.7％増と２カ月連続で前
年を上回った。

３カ月連続で増加
・新車販売台数は3,137台となり、前年同月

比1.4％増と３カ月連続で前年を上回った。

普通乗用車は、レンタカー需要の減少な

どから前年を下回った。軽乗用車は、自家

用車需要の持ち直しなどにより前年を上

回った。貨物車・その他は、軽貨物車など

が減少した。

・普通自動車（登録車）は1,324台（同2.6％

減）で、うち普通乗用車は494台（同0.6％

減）、小型乗用車は630台（同0.5％増）で

あった。軽自動車（届出車）は1,813台（同

4.5％増）で、うち軽乗用車1,494台（同

7.8％増）であった。

出所：りゅうぎん総合研究所

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

出所：りゅうぎん総合研究所　

4 中古自動車販売台数【登録ベース】

２カ月ぶりに増加
・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は１万7,844

台で前年同月比6.4％増と２カ月ぶりに

前年を上回った。

・内訳では、普通自動車は7,108台（同6.9％

増）、軽自動車は1万736台（同6.1％増）と

なった。

２カ月ぶりに増加
・電気製品卸売販売額は、ＢＤレコーダーや

エアコンが販促効果などで伸長し、その他

では業務用製品が伸長したことなどから、

前年同月比3.7％増と２カ月ぶりに前年を

上回った。

・品目別にみると、ＡＶ商品ではＢＤレコー

ダーが同42.0％増、テレビが同18.8％減、

白物では洗濯機が同3.1％増、冷蔵庫が同

1.2％減、エアコンが同5.0％増、その他は

同6.1％増となった。

5 電気製品卸売販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

※棒グラフは品目別寄与度
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３カ月連続で増加
・百貨店売上高は、前年同月比2.7％増と３
カ月連続で前年を上回った。食料品は２
週連続の台風接近で品揃えに影響が出た
ことなどから減少し、衣料品も婦人服の
動きが鈍かったことなどから減少した。
家庭用品・その他は外国人観光客による
消費が好調で化粧品が伸長したことなど
から増加し、身の回り品は催事効果で婦
人雑貨が伸長したことなどから増加した。
・品目別にみると、家庭用品・その他（同
13.5％増）、身の回り品（同5.2％増）は増加
したが、衣料品（同4.5％減）、食料品（同
4.4％減）は減少した。

（注）2014年9月より調査先百貨店が一部変更となった。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

全店ベースは２カ月連続で増加 
・スーパー売上高は、既存店ベースでは前
年同月比1.9％増と２カ月連続で前年を上
回った。
・食料品は、精肉や冷凍食品などが好調
だったほか、前年に台風で休業した店舗
があった反動などから同2.4％増となった。
衣料品は、秋物の伸長や販促効果などか
ら同0.4％増となった。住居関連は、化粧品
や家電が好調だったことなどから同0.5％
増となった。
・全店ベースでは2.7％増と２カ月連続で前
年を上回った。

３カ月連続で増加
・新車販売台数は3,137台となり、前年同月

比1.4％増と３カ月連続で前年を上回った。

普通乗用車は、レンタカー需要の減少な

どから前年を下回った。軽乗用車は、自家

用車需要の持ち直しなどにより前年を上

回った。貨物車・その他は、軽貨物車など

が減少した。

・普通自動車（登録車）は1,324台（同2.6％

減）で、うち普通乗用車は494台（同0.6％

減）、小型乗用車は630台（同0.5％増）で

あった。軽自動車（届出車）は1,813台（同

4.5％増）で、うち軽乗用車1,494台（同

7.8％増）であった。

出所：りゅうぎん総合研究所

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

出所：りゅうぎん総合研究所　

4 中古自動車販売台数【登録ベース】

２カ月ぶりに増加
・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は１万7,844

台で前年同月比6.4％増と２カ月ぶりに

前年を上回った。

・内訳では、普通自動車は7,108台（同6.9％

増）、軽自動車は1万736台（同6.1％増）と

なった。

２カ月ぶりに増加
・電気製品卸売販売額は、ＢＤレコーダーや

エアコンが販促効果などで伸長し、その他

では業務用製品が伸長したことなどから、

前年同月比3.7％増と２カ月ぶりに前年を

上回った。

・品目別にみると、ＡＶ商品ではＢＤレコー

ダーが同42.0％増、テレビが同18.8％減、

白物では洗濯機が同3.1％増、冷蔵庫が同

1.2％減、エアコンが同5.0％増、その他は

同6.1％増となった。

5 電気製品卸売販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

※棒グラフは品目別寄与度
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２カ月連続で減少
・公共工事請負金額は、280億7,300万円で、

独立行政法人等・その他は増加したが、

国、県、市町村は減少したことから、前年

同月比23.5％減となり、２カ月連続で前

年を下回った。

・発注者別では、国（同17.5％減）、県（同

52.4％減）、市町村（同11.0％減）は減少し、

独立行政法人等・その他（同69.0％増）は

増加した。

・大型工事としては、平成27年度牧港高架

橋上部工（Ｐ４～Ｐ６）工事、那覇空港滑

走路増設アンダーパス外１件工事など

があった。

出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

４カ月ぶりに減少
・建築着工床面積（９月）は15万3,254㎡と

なり、居住用、非居住用ともに減少した

ことから、前年同月比28.0％減と４カ月

ぶりに前年を下回った。用途別では、居

住用は同29.3％減、非居住用は同26.3％

減となった。

・建設着工床面積を用途別（大分類）にみ

ると、居住用では、居住専用が減少した。

非居住用では、運輸業用は増加したが、

卸売・小売業用、情報通信業用などが減

少した。
出所：国土交通省

３カ月ぶりに減少
・新設住宅着工戸数（９月）は1,213戸とな

り、分譲は増加したが、持家、貸家は減少

し、給与は全減となったことから、前年

同月比29.2％減と３カ月ぶりに前年を下

回った。

・利用関係別では、持家（242戸）が同

31.8％減、貸家（873戸）が同31.7％減と減

少し、給与（０戸）が全減となり、分譲（98

戸）が同22.5％増と増加した。

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

２カ月ぶりに増加
・建設受注額（調査先建設会社：19社）は、

公共工事、民間工事ともに増加したこ

とから、前年同月比61.3％増と２カ月ぶ

りに前年を上回った。

・発注者別では、公共工事（同20.2％増）は

２カ月ぶりに増加し、民間工事（同

101.3％増）は２カ月ぶりに増加した。

セメントは11カ月連続で増加、
生コンは８カ月ぶりに減少
・セメント出荷量は８万8,410トンとなり、
前年同月比13.1％増と11カ月連続で前
年を上回った。
・生コン出荷量は14万3,488㎥で同1.1％
減となり、民間工事向け出荷の減少など
から８カ月ぶりに前年を下回った。
・生コン出荷量を出荷先別にみると、公共
工事では、公営住宅工事向け出荷などが
増加し、学校関連工事向け出荷などが減
少した。民間工事では、宿泊施設工事向
け出荷などが増加し、分譲マンション工
事向け出荷などが減少した。

鋼材は10カ月連続で増加、
木材は４カ月ぶりに減少
・鋼材売上高は、受注工事の進捗に動きが

みられることから前年同月比23.7％増

と10カ月連続で前年を上回った。

・木材売上高は、住宅関連工事向け出荷の

減少などから同3.1％減と４カ月ぶりに

前年を下回った。

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度
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２カ月連続で減少
・公共工事請負金額は、280億7,300万円で、

独立行政法人等・その他は増加したが、

国、県、市町村は減少したことから、前年

同月比23.5％減となり、２カ月連続で前

年を下回った。

・発注者別では、国（同17.5％減）、県（同

52.4％減）、市町村（同11.0％減）は減少し、

独立行政法人等・その他（同69.0％増）は

増加した。

・大型工事としては、平成27年度牧港高架

橋上部工（Ｐ４～Ｐ６）工事、那覇空港滑

走路増設アンダーパス外１件工事など

があった。

出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

４カ月ぶりに減少
・建築着工床面積（９月）は15万3,254㎡と

なり、居住用、非居住用ともに減少した

ことから、前年同月比28.0％減と４カ月

ぶりに前年を下回った。用途別では、居

住用は同29.3％減、非居住用は同26.3％

減となった。

・建設着工床面積を用途別（大分類）にみ

ると、居住用では、居住専用が減少した。

非居住用では、運輸業用は増加したが、

卸売・小売業用、情報通信業用などが減

少した。
出所：国土交通省

３カ月ぶりに減少
・新設住宅着工戸数（９月）は1,213戸とな

り、分譲は増加したが、持家、貸家は減少

し、給与は全減となったことから、前年

同月比29.2％減と３カ月ぶりに前年を下

回った。

・利用関係別では、持家（242戸）が同

31.8％減、貸家（873戸）が同31.7％減と減

少し、給与（０戸）が全減となり、分譲（98

戸）が同22.5％増と増加した。

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

２カ月ぶりに増加
・建設受注額（調査先建設会社：19社）は、

公共工事、民間工事ともに増加したこ

とから、前年同月比61.3％増と２カ月ぶ

りに前年を上回った。

・発注者別では、公共工事（同20.2％増）は

２カ月ぶりに増加し、民間工事（同

101.3％増）は２カ月ぶりに増加した。

セメントは11カ月連続で増加、
生コンは８カ月ぶりに減少
・セメント出荷量は８万8,410トンとなり、
前年同月比13.1％増と11カ月連続で前
年を上回った。
・生コン出荷量は14万3,488㎥で同1.1％
減となり、民間工事向け出荷の減少など
から８カ月ぶりに前年を下回った。
・生コン出荷量を出荷先別にみると、公共
工事では、公営住宅工事向け出荷などが
増加し、学校関連工事向け出荷などが減
少した。民間工事では、宿泊施設工事向
け出荷などが増加し、分譲マンション工
事向け出荷などが減少した。

鋼材は10カ月連続で増加、
木材は４カ月ぶりに減少
・鋼材売上高は、受注工事の進捗に動きが

みられることから前年同月比23.7％増

と10カ月連続で前年を上回った。

・木材売上高は、住宅関連工事向け出荷の

減少などから同3.1％減と４カ月ぶりに

前年を下回った。

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度
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10月の過去最高更新、
単月の過去最高を48カ月連続更新
・入域観光客数は、前年同月比4.1％増の79

万9,300人と、61カ月連続で前年を上回っ

た。国内客は減少し、外国客は増加した。国

内客は、同0.5％減の57万100人となり19

カ月ぶりに前年を下回った。

・路線別では、空路は70万8,100人（同2.1％

増）と61カ月連続で前年を上回った。海路

は大型クルーズ船の寄港により９万1,200

人（同23.1％増）と５カ月連続で前年を上

回った。 出所：沖縄県観光政策課

1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【外国客】（実数、前年同月比）

８カ月連続で増加
・入域観光客数（外国客）は、前年同月比

17.7％増の22万9,200人となり、８カ月連

続で前年を上回った。空路利用客は航空

路線の拡充で前年を上回り、海路利用客

は寄港回数増加により５カ月連続で前年

を上回った。

・国籍別では、台湾７万7,400人（同26.3％

増）、中国本土４万5,400人（同19.5％増）、

韓国４万1,300人（10.4％増）、香港２万

2,200人(同30.6％増) 、アメリカ・その他４

万2,900人(同4.6％増)であった。 出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

稼働率は３カ月連続で低下、
売上高は３カ月連続で減少
・主要ホテル（速報値）は、客室稼働率は83.6％

となり、前年同月比1.5％ポイント低下し３

カ月連続で前年を下回った。売上高は同

3.2％減と３カ月連続で前年を下回った。

・那覇市内ホテル（速報値）は、客室稼働率は

81.3％と同1.5％ポイント低下し２カ月連続

で前年を下回り、売上高は同5.6％減と２カ

月連続で前年を下回った。リゾート型ホテ

ルは、客室稼働率は84.9％と同1.5％ポイン

ト低下して３カ月連続で前年を下回り、売

上高は同2.2％減と３カ月連続で前年を下

回った。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

２カ月ぶりに増加
・主要ホテル売上高のうち宿泊収入（速報

値）は、販売客室数（数量要因）は減少、宿

泊客室単価（価格要因）は上昇し、前年同

月比1.6％増と２カ月ぶりに前年を上回っ

た。

・那覇市内ホテル（速報値）は、販売客室数、

宿泊客室単価ともに低下し、同3.6％減と

３カ月ぶりに前年を下回った。リゾート

型ホテルは、販売客室数は減少、宿泊客室

単価は上昇し、同3.4％増と２カ月ぶりに

前年を上回った。

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は8施設（うち県外客については6施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

２カ月連続で減少
・主要観光施設の入場者数は、前年同月

比3.2％減となり、２カ月連続で前年を

下回った。

入場者数、売上高ともに
５カ月ぶりに減少
・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月

比0.6％減と５カ月ぶりに前年を下回っ

た。県内客は５カ月ぶりに前年を下回

り、県外客は８カ月連続で前年を上

回った。

・売上高は同0.8％減と５カ月ぶりに前年

を下回った。

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）
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観光関連
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10月の過去最高更新、
単月の過去最高を48カ月連続更新
・入域観光客数は、前年同月比4.1％増の79

万9,300人と、61カ月連続で前年を上回っ

た。国内客は減少し、外国客は増加した。国

内客は、同0.5％減の57万100人となり19

カ月ぶりに前年を下回った。

・路線別では、空路は70万8,100人（同2.1％

増）と61カ月連続で前年を上回った。海路

は大型クルーズ船の寄港により９万1,200

人（同23.1％増）と５カ月連続で前年を上

回った。 出所：沖縄県観光政策課

1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【外国客】（実数、前年同月比）

８カ月連続で増加
・入域観光客数（外国客）は、前年同月比

17.7％増の22万9,200人となり、８カ月連

続で前年を上回った。空路利用客は航空

路線の拡充で前年を上回り、海路利用客

は寄港回数増加により５カ月連続で前年

を上回った。

・国籍別では、台湾７万7,400人（同26.3％

増）、中国本土４万5,400人（同19.5％増）、

韓国４万1,300人（10.4％増）、香港２万

2,200人(同30.6％増) 、アメリカ・その他４

万2,900人(同4.6％増)であった。 出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

稼働率は３カ月連続で低下、
売上高は３カ月連続で減少
・主要ホテル（速報値）は、客室稼働率は83.6％

となり、前年同月比1.5％ポイント低下し３

カ月連続で前年を下回った。売上高は同

3.2％減と３カ月連続で前年を下回った。

・那覇市内ホテル（速報値）は、客室稼働率は

81.3％と同1.5％ポイント低下し２カ月連続

で前年を下回り、売上高は同5.6％減と２カ

月連続で前年を下回った。リゾート型ホテ

ルは、客室稼働率は84.9％と同1.5％ポイン

ト低下して３カ月連続で前年を下回り、売

上高は同2.2％減と３カ月連続で前年を下

回った。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

２カ月ぶりに増加
・主要ホテル売上高のうち宿泊収入（速報

値）は、販売客室数（数量要因）は減少、宿

泊客室単価（価格要因）は上昇し、前年同

月比1.6％増と２カ月ぶりに前年を上回っ

た。

・那覇市内ホテル（速報値）は、販売客室数、

宿泊客室単価ともに低下し、同3.6％減と

３カ月ぶりに前年を下回った。リゾート

型ホテルは、販売客室数は減少、宿泊客室

単価は上昇し、同3.4％増と２カ月ぶりに

前年を上回った。

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は8施設（うち県外客については6施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

２カ月連続で減少
・主要観光施設の入場者数は、前年同月

比3.2％減となり、２カ月連続で前年を

下回った。

入場者数、売上高ともに
５カ月ぶりに減少
・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月

比0.6％減と５カ月ぶりに前年を下回っ

た。県内客は５カ月ぶりに前年を下回

り、県外客は８カ月連続で前年を上

回った。

・売上高は同0.8％減と５カ月ぶりに前年

を下回った。

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

35



雇用関連・その他
新規求人数は増加、
有効求人倍率（季調値）は上昇
・新規求人数は、前年同月比24.2％増となり

２カ月ぶりに前年を上回った。産業別にみ

ると、医療・福祉、宿泊業・飲食サービス業

などで増加し、情報通信業などで減少した。

有効求人倍率（季調値）は1.14倍と、前月よ

り0.06ポイント上昇した。

・労働力人口は、71万7,000人で同0.1％減と

なり、就業者数は、68万9,000人で同0.4％減

となった。完全失業者数は２万7,000人で

同3.8％増となり、完全失業率（季調値）は

4.0％と前月より0.6％ポイント悪化した。
出所：沖縄労働局

（注）有効求人倍率は、2016年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】（前年同月比）

13カ月連続で上昇
・消費者物価指数は、前年同月比0.3％増と

13カ月連続で前年を上回った。生鮮食品を

除く総合は同0.7％増と前年を上回った。

・品目別の動きをみると、光熱・水道や交通・

通信などは上昇し、食料などは下落した。

件数、負債総額ともに増加
・倒産件数は、４件で前年同月を２件上

回った。業種別では、建設業１件（同数）、

不動産業１件（同数）、小売業１件（同１件

増）、サービス業１件（同１件増）だった。

・負債総額は、３億700万円となり、前年同

月比13.7％の増加だった。

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比）

２カ月ぶりに減少
・広告収入（マスコミ：９月）は、前年同月

比0.1％減となり、２カ月ぶりに前年を

下回った。

※棒グラフはメディア別寄与度
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出所：沖縄気象台

・平均気温は27.0℃となり、平年（25.2℃) よ

り高く、前年同月（27.7℃）より低かった。

降水量は270.0ｍｍと前年同月（75.5ｍｍ）

より多かった。

・沖縄地方は、上旬は太平洋高気圧に覆われ

晴れの日が多かったが、中旬以降は湿った

空気や台風第21、22号、寒気の影響で曇り

や雨の日が多かった。沖縄本島地方は28

日に台風第22号の影響で大荒れとなった。

平均気温は平年よりかなり高く降水量は

多く、日照時間は少なかった。

気象：平均気温・降水量【那覇】参 考

出所：沖縄県（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。
　　　　　 （注2）2016年7月より2015年=100に改定された。

（注）負債総額1,000万円以上

36



雇用関連・その他
新規求人数は増加、
有効求人倍率（季調値）は上昇
・新規求人数は、前年同月比24.2％増となり

２カ月ぶりに前年を上回った。産業別にみ

ると、医療・福祉、宿泊業・飲食サービス業

などで増加し、情報通信業などで減少した。

有効求人倍率（季調値）は1.14倍と、前月よ

り0.06ポイント上昇した。

・労働力人口は、71万7,000人で同0.1％減と

なり、就業者数は、68万9,000人で同0.4％減

となった。完全失業者数は２万7,000人で

同3.8％増となり、完全失業率（季調値）は

4.0％と前月より0.6％ポイント悪化した。
出所：沖縄労働局

（注）有効求人倍率は、2016年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】（前年同月比）

13カ月連続で上昇
・消費者物価指数は、前年同月比0.3％増と

13カ月連続で前年を上回った。生鮮食品を

除く総合は同0.7％増と前年を上回った。

・品目別の動きをみると、光熱・水道や交通・

通信などは上昇し、食料などは下落した。

件数、負債総額ともに増加
・倒産件数は、４件で前年同月を２件上

回った。業種別では、建設業１件（同数）、

不動産業１件（同数）、小売業１件（同１件

増）、サービス業１件（同１件増）だった。

・負債総額は、３億700万円となり、前年同

月比13.7％の増加だった。

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比）

２カ月ぶりに減少
・広告収入（マスコミ：９月）は、前年同月

比0.1％減となり、２カ月ぶりに前年を

下回った。

※棒グラフはメディア別寄与度
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出所：沖縄気象台

・平均気温は27.0℃となり、平年（25.2℃) よ

り高く、前年同月（27.7℃）より低かった。

降水量は270.0ｍｍと前年同月（75.5ｍｍ）

より多かった。

・沖縄地方は、上旬は太平洋高気圧に覆われ

晴れの日が多かったが、中旬以降は湿った

空気や台風第21、22号、寒気の影響で曇り

や雨の日が多かった。沖縄本島地方は28

日に台風第22号の影響で大荒れとなった。

平均気温は平年よりかなり高く降水量は

多く、日照時間は少なかった。

気象：平均気温・降水量【那覇】参 考

出所：沖縄県（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。
　　　　　 （注2）2016年7月より2015年=100に改定された。

（注）負債総額1,000万円以上
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沖縄タイムスに掲載のコラム
[注：所属部署、　役職は執筆時のものです。  ]

出所：全国銀行協会

学びバンク

りゅうぎん調査　学びバンク

36 3738

　最近の沖縄観光は、本島周遊だけでなく離島を目
的地とする形態も増えてきています。宮古島市の入
域観光客数をみると、2014 年度が 43 万人、15
年度は 51 万人、16 年度は 70 万人と右肩上がりに
増えています。宮古島市の観光客数は、まだまだ伸
びるとみられます。その背景にあるのが、平良港の
クルーズ拠点港としての整備です。
　平良港は、アジアの中心に位置し地理的優勢性を
もつポテンシャルの高い港です。ことし 1 月、国土
交通省による国際旅客船拠点形成港湾の指定を受け、
クルーズ船の大型化と寄港数の増加に対応するため
に「平良港国際クルーズ拠点整備事業」を 17 年 9
月にスタートさせました。20 年 4 月の供用を目指
して 370 メートルの専用岸壁が新設され、旅客ター
ミナルが建てられます。
　整備事業は国が岸壁を整備し、旅客ターミナルに
ついては世界最大のクルーズ船運航会社のカーニバ
ルコーポレーション＆ＰＬＣ社が整備し運営します。
　平良港は、中国発着クルーズの主要拠点寄港地に
なるとともに、19 年に開港が予定されている下地島
空港を活用した空と海をつなぐ新しい展開も期待さ
れています。
　宮古島にとって本事業は、「世界水準のリゾート地」
づくりに向けた大きな一歩になるはずです。これに
よって、交通インフラ（バス・タクシー）の整備や娯楽・
飲食施設の充実、多言語対応できる人材の育成など
も活発化するとみられます。

　雇用環境は改善しているのに、賃金が上がらないこ
とが日本経済の大きな問題のひとつです。それに対し
て、国内にはこれまでの予想よりはるかに多くの労働
力、つまり職があれば働きたい人がいたのであり、完
全失業率が 23 年ぶりの 2.8％にまで下がってもなお
労働市場には大きな供給余力がある、という重要な指
摘があります。
　金融政策や財政政策といった経済政策によって需要
を喚起することがまだまだ必要です。賃金は失業率が
十分に下がり、完全雇用状態となって本格的に上がり
始める、というわけです（今年に入って９カ月のうち
７カ月が 2.8％であることから、ようやく完全雇用に
達したのかもしれません）。
　県内でも好調な経済が続き、９月の完全失業率が
3.4％とかなり低い水準にあります。ここ数年は、労
働力人口が増加しながらも就業者がその伸びを上回
り、失業率が低下していることが特筆されます。女性
や高齢者、これまで就業をあきらめていた人の労働市
場への参入が続いているものとみられます。
　15 歳から 64 歳の生産年齢人口は、全国が 1998
年から減少しているのに対し、沖縄の減少は 2013
年からです。ということは沖縄の労働市場における供
給余力の大きさは、全国を上回っているとみるべきで
しょう。
　やはり、沖縄においても金融・財政政策による需要
喚起がまだ必要であり、財政政策の効果を持つ沖縄振
興予算は今後も高水準で推移することが望まれます。

労働市場に供給余力 平良港整備事業

りゅうぎん総合研究所　専務
久高　豊

琉球銀行　宮古支店長
山入端　裕哉

沖縄県の労働力人口（就業者＋失業者）と失業率 クルーズ船の寄港実績と今後の見込

注：完全失業率（完全失業者 / 労働力人口 *100、右目盛）は原数値。
2017 年は 1 ～ 9 月の平均。
出所：沖縄県企画統計課「労働力調査」

出所：平良港湾事務所

賃金上昇へ需要喚起を クルーズ拠点に優位性
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沖縄タイムスに掲載のコラム
[注：所属部署、　役職は執筆時のものです。  ]

出所：全国銀行協会

学びバンク

りゅうぎん調査　学びバンク

36 3739

　ドローンとは、元々軍事用に開発された自律移動す
る端末ロボットのうち、小型の無人航空機のことを指
し、近年では民間利用も増加傾向にあります。ドロー
ンの形状はさまざまですが、一般的にはローター ( 回
転翼 ) を複数搭載し、安定した飛行が可能なマルチコ
プターが主流です。
　ドローンの利点は、カメラやセンサーを取り付ける
ことによって、高い位置からの空撮や人が立ち入るこ
とができない場所のデータの取得などが可能になるこ
とです。例えば、土木測量、農業調査、災害救助、自
然環境調査、スポーツやイベントの中継、物品配送な
どと幅広い分野で活用や試行が行われています。
　沖縄県建設業協会では、会員企業に対してドローン
の操縦や建設現場での活用法を学ぶ講習会を開催し、
ドローンを積極的に活用することで生産性の向上を図
る取り組みを行っています。
　ドローンはヘリコプタ－に比べて安価で、スマート
フォンと共通する機能や部品が多いため、低価格で大
量生産が可能です。そのためドローンのビジネス市場
は拡大し続けています。国内の同市場は、2016 年に
353 億円だったのが、22 年には 2,116 億円と 6 年
で約 6 倍に急成長すると予想されています。
　ドローン市場が拡大する一方で墜落などの事故が相
次いでおり、国は飛行区域の法規制や操縦者の技術向
上のために、民間団体が行う講習の公認制度を導入す
るなど安全対策に力を入れています。

　相続、資産管理や認知症への対応の手法として民
事信託が最近注目を集めています。信託とは、分か
りやすく言えば「私（委託者）の財産を信頼できる人（受
託者）に託し、指定した人（受益者）のために管理・
処分などを行うこと」です。
　従来、信託の利用は信託業者に限定されていまし
た。しかし、2007 年の信託法改正によって、信託
業者を介さずに家族や親族間などでの利用も可能に
なりました。民事信託は低コストのうえ自由度の高
い設計が可能であることから、委託者の「想い」を
反映しやすいという特徴を持ち、それが理解される
につれて利用が広がってきたと考えられます。
　これまで相続や資産管理の手法として、遺言・贈与・
成年後見制度などが利用されてきました。これらの
手法は現在も有効に機能していますが、さまざまな
問題点についても指摘されています。例えば、遺言
では「２次相続以降の財産分与が指定できない」、贈
与では「一度贈与した財産を取戻すことが難しい」、
成年後見制度では「家族の負担軽減を目的とした柔
軟な資産管理が難しい」などが挙げられます。民事
信託を利用あるいは併用することで、これらの問題
点を補完することができます。
　本稿では触れることができませんでしたが、民事
信託は事業承継にも非常に有効な手段となります。
今後、相続や資産承継・事業承継などの機会に係わ
る際には、民事信託も選択肢の１つとして検討する
ことをおすすめします。

民事信託の活用 ドローン市場拡大

琉球銀行法人事業部法人ビジネス推進グループ　調査役
小谷　怜

琉球銀行　大宮支店長
比嘉　一史

民事信託の流れ 国内のドローンビジネス市場規模の予測

出所：『ドローンビジネス調査報告書 2017』インプレス総合研究所

自由度が高い資産管理 6年間で 6倍に成長

億円

年度

周辺サービス
サービス
機体（家賃・売却益・配当金等）

所有権移転 利益分配
委託者 受託者 受益者

信託契約締結

信託財産の元々 信託契約に基づき信託財 信託財産から生じる
の所有者 産の管理・処分を行う者 利益を享受する者
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未払残業代の税務
違法な長時間労働やそれに伴う過労死・過労自殺等が大きな社会問題となっており、労働基準監督署

は監督指導を強化させているようです。このような状況下で、企業が過去の未払残業代の支払を行うケ
ースが増えています。

未払残業代の取り扱い

過年分給与として支給 一時金として支給

法 人 税 支給日の属する事業年度の損金（法法 22）

（源泉）所得税

本来支給日の属する年分の
給与所得（所基通 36-9（1））

賞与として支給日の属する年分の給与
所得 ※1

①過年分の年末調整の再計算
②支給日の翌月 10日までに不足税額の
納付
③給与支払報告書の再提出
（④従業員が確定申告をしている場
合は修正申告）

消 費 税 不課税 ※2

社会保険料 過年度の 4～6月に対応するものであれ
ば算定基礎届の再提出が必要 ※3 支給月の賞与の料率を適用

※1 支給日の属する年分の所得税とその翌年分の住民税の負担が増える点に注意が必要です。
※2 事業者免税点制度の判定上の「特定期間中の給与等支払額」には特定期間中に支払った支払明
細書に記載すべきすべての給与等が対象となるため、実際に支払った日の属する特定期間の給与
等支払額として認識することとなります（消法 9の 2③）。

※3 4～6月以外に対応するものに関しては、2等級以上の変動がある場合は月額変更届の提出が必
要となります。

お見逃しなく！
1. 退職者に在職者と同様の条件で在職中の未払残業代等の給与の追加払いを行う場合は、退職したこ
とに基因して支払われるものにはあたらないため、退職所得ではなく給与所得として源泉徴収するこ
とが必要です。この場合、原則として給与所得の源泉徴収税額表の乙欄で源泉徴収をすることとなり
ますが、扶養控除等申告書を他の勤務先等に新たに提出していないような場合は、甲欄での源泉徴収
が認められることもあります。

2. 労働基準法に違反すると最高で 300万円の罰金を課されることがあります。罰金は法人税法上損金
の額に算入されません（法法 55）。
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112017.

沖縄国税事務所によると、16年度の法人

税の申告件数は24 ,011件（前年度比

4.4％増）、申告所得金額の総額は2,567億

5,800万円（同7.3％増）、申告税額の総額

は529億200万円（同2.7％増）で、いずれ

も過去最高となった。

森トラスト㈱、ヒルトン、ヒルトン・グラ

ンド・バケーションズは、瀬底島に建設

する宿泊施設の契約を締結した。森トラ

ストが開発し、ヒルトンが約300室のヒ

ルトン沖縄瀬底リゾート（仮称、20年開

業）を運営、ヒルトン・グランド・バケー

ションズが132室のタイムシェア・リ

ゾート（21年開業）を所有、運営する。

農業生産法人㈱もとぶ牧場は、那覇市に

おいて、台北市・四季捷有限公司、㈱JCC

とともに、もとぶ牛の台湾輸出会見を

行った。海外への輸出は、香港とシンガ

ポールに続いて３地域目となる。

ジェットスター・アジア航空は、沖縄（那

覇）＝シンガポール線の運航を開始した。

全便エアバスA320型機（180席）による

週３往復の運航で、那覇発のエコノミー

Starter運賃は片道１万200円からとな

る。

沖縄振興開発金融公庫と公益財団法人

九州経済調査協会によると、人手不足の

状況について「現在不足している」と回

答した県内企業は、正社員で46.8％（14

年調査時25.8％）、非正規社員で41.1％

（同28.4％）となり、人手不足が深刻化し

ていることが明らかになった。

一般財団法人南西地域産業活性化セン

ターによると、15年の国勢調査において、

沖縄県の家族類型の中で「単独世帯（ひ

とり暮らし世帯）」の世帯数が「夫婦と子

供から成る世帯」を初めて抜き、家族類

型の中でトップとなった。世帯総数に占

める割合は、「単独世帯」が32.4％、「夫婦

と子供世帯」が30.5％となった。

㈱マイナビの「2018年卒マイナビ企業新

卒内定状況調査」によると、今年（2018年

卒）の「採用充足率（調査時点の内定者数/

募集人数）」は、前年比4.7％ポイント減の

83.0％だった。上場企業の充足率（95.3％）

は前年（93.6％）を上回る一方、非上場企

業（77.8％）は前年（82.5％）を下回った。

㈱東芝は、同社連結子会社の東芝映像ソ

リューション㈱の発行済株式の95％を

中国ハイセンスグループに譲渡すること

を決定し、ハイセンスの中核事業会社で

ある青島海信電器股份有限公司との間で
株式譲渡契約を締結した。譲渡は18年２

月末以降に完了予定。

内閣府によると、17年７－９月期のGDP

成長率（季節調整済前期比、１次速報値）

は実質成長率0.3％（年率1.4％）と７四半

期連続のプラス成長、名目成長率0.6％

（年率2.5％）となり、２四半期連続のプラ

ス成長となった。

観光庁の訪日外国人消費動向調査による

と、17年７－９月期の訪日外国人旅行者

の14.9％が「有償での住宅宿泊」を利用し

ていた。客層の年代は「20代以下」の若年

層が多く、往復交通手段は「LCC」利用者

が非利用者より多かった。

厚生労働省の17年「賃金構造基本統計調

査（初任給）」の結果によると、男女計の初

任給は、全ての学歴（大学院修士課程修了、

大学卒、高専・短大卒、高校卒）において４

年連続で増加した。

三菱マテリアル㈱は、同社連結子会社で

ある三菱電線工業㈱および三菱伸銅㈱に

おいて、過去に製造販売した製品の一部

について検査記録データの書き換え等の

不適切な行為により、規格値または社内

仕様値を逸脱した製品（不適合品）を出荷

した事実が判明したことを公表した。

沖　　縄 全国・海外

ECONOMIC DIARY 

【経済日誌　　　　　　　　　　】　

ECONOMIC DIARY 　　　　　　　　【経済日誌】

沖縄×日本全国・海外
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沖縄県内の主要経済指標

40 41

注) 百貨店売上高は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

注) 新車販売台数の出所は沖縄県自動車販売協会、中古自動車販売台数は沖縄県中古自動車販売協会。

注) ホテルは、2016年7月より調査先が26ホテルから25ホテルとなった。

注) 2012年5月より外国客の入域観光客数を掲載した。

注) 鉱工業生産指数の暦年値、前年比は原指数の増減率。　2013年11月より2010年＝100に改定された。

注) 消費者物価指数は、2016年7月より2015年＝100に改定された。

注) 失業率と有効求人倍率は、2015年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

注) 建設受注額は、2017年8月より調査先を20社から19社とした。
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沖縄県内の金融統計

沖縄県内の金融統計

42

注) 銀行券増減は、端数調整により一致しない場合がある。

注) 貸出金利は、暦年ベース。

注) 不渡発生率は、不渡実数（金額）÷手形交換高（金額）×100

注)県内金融機関の預金残高は、14年６月分より県内に所在する国内銀行および信用金庫の集計値へ変更になったため遡及改訂した。

　 なお、県内金融機関の預金残高は実質預金（総預金から小切手・手形を差し引いたもの）の集計値で、年度の残高は年度中の平残。
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経営トップに聞く
オム・ファム株式会社
～より快適なペットライフを、より多くのお客様に届ける～

代表取締役社長　中村　毅

起業家訪問　An Entrepreneur
株式会社クロックワーク
～「食品衛生のパートナー」として、食の安心・安全の
　　　　　　　　　　　　お手伝いをする。県内唯一の民間食品検査専門機関～

代表取締役　伊志嶺　哉

新時代の教育研究を切り拓く
～養豚場排水を微生物燃料電池できれいに浄化～
沖縄科学技術大学院大学コミュニケーション・広報ディビジョン メディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

OCVBの取り組みについて
～沖縄観光の顔「ミス沖縄」の活動内容について～
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

アジア便り 香港
～好調な小売売上高、各種イベント～

レポーター：上原　和久（琉球銀行）

沖縄県香港事務所に出向中（副所長）

りゅうぎんビジネスクラブ
～「りゅうぎんビジネスクラブ」入会のご案内～

行政情報97
沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について

内閣府沖縄総合事務局経済産業部

県内大型プロジェクトの動向95

沖縄県の景気動向（2017年10月）
～観光関連の入域観光客数や消費関連のスーパー売上が前年を上回り、建設関連も引続き
好調に推移するとみられ、県内景気拡大の動きは38カ月連続で強まっている～

学びバンク
・労働市場に供給余力　～賃金上昇へ需要喚起を～

  りゅうぎん総合研究所専務取締役　久高　豊（くだか　ゆたか）

・平良港整備事業　～クルーズ拠点に優位性～

  琉球銀行宮古支店長　山入端　裕哉（やまのは　ひろや）

・民事信託の活用　～自由度が高い資産管理～

  琉球銀行法人事業部法人ビジネス推進グループ調査役　小谷　怜（こたに　れい）

・ドローン市場拡大　～6年間で6倍に急成長～

  琉球銀行大宮支店長　比嘉　一史（ひが　かずふみ）

経営情報 未払残業代の税務
～企業が過去の未払残業代の支払を行うケースがふえています～
　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

経済日誌 2017年11月
県内の主要経済指標
県内の金融統計

なかむら つよし

い　し  みね ちかし

うえはら かずひさ

■平成28年

１月（No.555）　経営トップに聞く　社会医療法人仁愛会
　　　　　　　An Entrepreneur　有限会社島袋瓦工場
　　　　　　　特集　沖縄県経済2015年の回顧と2016年の展望

２月（No.556）　経営トップに聞く　株式会社ジャンボツアーズ
　　　　　　　An Entrepreneur　あーびゃーんもーゆ琉球月桃

３月（No.557）　経営トップに聞く　株式会社前田鶏卵
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社グランディール
　　　　　　　特別寄稿　沖縄観光の長期展望

４月（No.558）　経営トップに聞く　大晋建設株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社エスペレ
　　　　　　　特別寄稿　那覇空港ハブにおけるアジア諸国との
　　　　　　　　　　　　貿易動向（2015年）

５月（No.559）　経営トップに聞く　株式会社徳里産業
　　　　　　　An Entrepreneur　有限会社石川種麹店

６月（No.560）　経営トップに聞く　医療法人博寿会
　　　　　　　An Entrepreneur　合同会社キンアグー

７月（No.561）　経営トップに聞く　株式会社okicom
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社リュウクス

８月（No.562）　経営トップに聞く　株式会社プレンティーホールディングス
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社バイオジェット

９月（No.563）　経営トップに聞く　株式会社森山写真商会
　　　　　　　An Entrepreneur　琉球インタラクティブ株式会社

10月（No.564）　経営トップに聞く　株式会社丸大
　　　　　　　An Entrepreneur　みかん・おれんじグループ

11月（No.565）　経営トップに聞く　デルタ電気工業株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社ABCメディカルサポート
　　　　　　　特集　宮古ロックフェスティバル2016の経済効果
12月（No.566）　経営トップに聞く　フォーモストブルーシール株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　真幸組株式会社

■平成29年

１月（No.567）　経営トップに聞く　株式会社かりゆし
　　　　　　　An Entrepreneur　有限会社コムテック創研
　　　　　　　特集1　県内企業の人手不足の対応と課題
　　　　　　　特集2　沖縄県経済2016年の回顧と2017年の展望

２月（No.568）　経営トップに聞く　株式会社アレックス
　　　　　　　An Entrepreneur　有限会社浦西開発

３月（No.569）　経営トップに聞く　株式会社富士葬祭
　　　　　　　An Entrepreneur　yu-i  FACTORY
　　　　　　　特別寄稿　那覇空港ハブにおけるアジア諸国との
　　　　　　　　　　　　貿易動向（2016年）

４月（No.570）　経営トップに聞く　有限会社沖縄長生薬草本社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社琉球ファクトリー

５月（No.571）　経営トップに聞く　株式会社ナンポー
　　　　　　　An Entrepreneur　農業生産法人安座間珈琲農園合同会社
　　　　　　　特集1　沖縄県の主要経済指標
　　　　　　　特集2　2016年度の沖縄県経済の動向

６月（No.572）　経営トップに聞く　株式会社次郎工業
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社EGL OKINAWA

７月（No.573）　経営トップに聞く　生活協同組合コープおきなわ
　　　　　　　An Entrepreneur　イーストホームタウン沖縄株式会社
　　　　　　　特集　沖縄県内における2017年プロ野球
　　　　　　　　　　春季キャンプの経済効果

８月（No.574）　経営トップに聞く　医療法人六人会
　　　　　　　An Entrepreneur　レキオファーマ株式会社
　　　　　　　特集　第32回NAHAマラソンの経済波及効果

９月（No.575）　経営トップに聞く　株式会社学友館
　　　　　　　An Entrepreneur　ブーランジェリーパティスリー　いまいパン

10月（No.576）　経営トップに聞く　興南施設管理株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社フルステム

11月（No.577）　経営トップに聞く　株式会社大和工業
　　　　　　　An Entrepreneur　合同会社暮らしかたらぼ

特集レポートバックナンバー

とくとく特典とくとく特典

ポイントサービス
ポイント数に応じてサービスいろいろ！

ポイントサービスとは！ ポイントサービスのお申
込みがまだの方は、店頭
のポイントサービス申込
み用紙にご記入のうえ、
窓口または郵便にてお申
込み下さい。シルバーコース 50point 以上 ゴールドコース100point以上 エクセレントコース200point 以上

※商品についての詳しいお問い合せは、りゅうぎん窓口かフリーコールまで。

フリー
コール

検 索琉球銀行　ポイントサービス

http：//www.ryugin.co.jp/

ATM時間外
手数料が

（当行ATM利用時のみ）

無料！ 当行本支店間の
振込手数料が
（キャッシュカード使用時のみ）

無料！ スーパー定期の
金利を上乗せ！

（※店頭表示金利＋0.05％）

特典1 特典2 特典3 

日頃お世話になっているお客様に対し、毎月のお取引内容をポイント化し、
その合計ポイントに応じて手数料割引または金利優遇等の特典が
受けられるサービスのことをいいます。
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